
Title ナチズムと「緑」の問題をめぐって : 藤原辰史氏に
応答する

Author(s) 小野, 清美

Citation 阪大法学. 2013, 63(3-4), p. 271-295

Version Type VoR

URL https://doi.org/10.18910/67962

rights

Note

The University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

The University of Osaka



ナ
チ
ズ
ム
と

「
日
脚
」

の
開
回
砲
を
め
ぐ
っ
て

藤
原
辰
山
氏
に
応
父
け
す
る

野

美

清

L

コ
口
、
ン

l
、
綜
と
い
う
二
ノ
l
マ
は
微
妙
な
問
題
を
手
ん
だ

ボ
口
凶
な
く
苛
学
的
倫
川
町
約
な
次
一
冗
も
含
み

さ
ら
い
山
内
系
の
幅
減

に
も
か
か
わ
る
土
ハ
古
い
一
推
し
ー
、
複
雑
な
一
ア
i
マ
ご
あ
YA

環
境
思
在
、
v
h
h
イ
ツ
の
ー
一
h
抗
似
品
?
環
境
保
設
運
動
起
を
一
戸
ノ
i
マ
と
す
る

↓
材
究
4

一
円
で
は
な
い
筆
者
が
守
円
、
υ
に
ご
y
ウ
k

パ
;
ン
し
Y
H
J
J

ズ
ム
旦
「
づ
何
コ
コ
つ
ジ
i

の

誕

生

』

ス
ル
ソ
r
h
土
汁
応

ヰ

:土

?
?
ス
ム
と
近
代
、
U
M還
が
メ
イ
ン
一
f

i

マ
に
あ
る

l司

九
九
、

広
告
一
一
寸
ク
ノ
ク
ラ
i

ト
の
間
早
と
J

I

J

?

f

地
象
的
に
言
、
ス
ぽ

ド
イ
ソ
ノ
に
お
け
る
一
九
背
任
壬
業
以
来
の
非
合
間
土
義
行
ん
術
的
台
理
朴
い
こ
の
複
雑
な
悶
係

メ
ム
と
一
ア
ク
ノ
ク
ラ
ト
な
い
品
川
旬
j

h
か
の
山
内
界
と
の
山
崎
維
な
河
係
か
ナ
マ
で
あ
る
が
そ
の
具
体
的
な
八
刀
町
が
ム
I
3
は

um 

な
い

L
工
コ
ロ
ン
ー
の
領
域
で
あ
っ
た
r

ト
チ
閣
に
は
前
日
一
汗
然
況
設
法
、
森
林
保
設
法
¥
7
h
-

な
ど
が
川
き
れ

そ
れ
ら
は
一
戦
前
半

の
附
叫
十
深
夜
遅
誌
や
林
業
家
の
長
践
に
そ
の
P
U
山
て
を
も
勺
が

ゴ
ロ
バ
ン
均
り
了
ぷ

fwbo
う
保
守
均
山
門
八
校
ブ
T
J

ン

a
z
イ
一
フ
ル

〆

1

し
J

林
野
H
E
F
L、
H
凶
休
日
叶
円
九
七
代
理

の
J

一
シ
ぺ
ア
ィ
ゾ
と
教
義
市
又
居
の
包
A
パ
に
楼
敏
な
サ
ザ
ス
の
小
央
集

じ
年
宍
閃
J

佐
竹
突
破
h

ハd
で
実
現
さ
れ
U

七
。
ム
円
然
を
切
り
開
く
ア
ウ

t
べ
l
J
で
す
品
川

J

「
一
ロ
ジ

I
的
な
ぷ
論
の
笠
r

一
円
と
な
一
J

た

そ
れ
を
担
つ

キ
ミ

f

j

z
、

一
l
j
L
j
T
1
0
1
し

庶
民
代
押
人
」
と
い
う
独
特
の
社
肢
を
向
け
ら
の
発
京
で
設
五
さ
せ
、
そ
の
反
と

L
て
泊
勤
し
h

ア
ル
ヴ
ィ
ン

T
J

にノ

取人法羊)fi3 (:-)'~--2'1:) lUUl [2U;;:i 

十
ノ

4
ノ

プ
〆
円



ア
一
ル
ト
こ
被
の
川
り
の
出
心
的
な
足
掛
代
理
人
と
ら
で
あ
円
た
三
彼
ら
は
み
な
ン
7

一
タ
イ
」
ノ
市
出
子
り
「
パ

f
可
ダ
イ
斗
ミ
ー
ノ
ク
以

の
捻
沢
苦
A
J
J小一つ
P

0

1

ア
ナ
期
の
什
門
技
日
深
境
ι豆
町
は
、
一
同
ノ
¥
完
ど
も
九
世
紀
主
主
ヘ
以
れ
の

rA密
な
連
続
性
何
一

(
刊
い
り
可
円
心
〕
農
法
)

九
九
リ
U2
 
代η

乙z
 

qj}少主

、
阪

川
干
の
レ
〆
二
人
に
ふ
ん
り
る
の
4

ー
が
)

な
か
に
あ
る
山
臥
何
言
e

川町
y
f
rホ
議
r

ぷ
可
分
の
か
か
わ
り
を
も
ち
、

ド
虻
く
史
れ
ば
、

-
九
戸
紀
へ
の
転
換
期
の
ロ
マ
ン
ム
下
手
乞
背
景

に
し
た
田
美
化
達
勤
ま
で
祝
野
じ
人
れ
ね
ば
な
ら
な
い
苅
均
一
泊
域
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ワ
J

マ
ル
末
間
以
来
、
d

」
ら
い
す
チ
間
間
後
千

仁
、
司
僚
に
訴
た
な
政
時
↓
へ
と
反
問
し
て
い

3
、
第

次
大
均
伎
に
も
小
池
続

L
て
い
く
む
相
次
で
あ
る
U

こ
の
よ
う
な
大
き
仕
抗
れ
の
中

む
、
す
チ
問
削
い
は

と

茶

色

は

混

雑

に

絡

み

合
J

て
い
た
G

だ
か
ら
と
口
っ
て
、
小
川
ダ
レ
|
引
緑
な
い
し
「
工
コ
ロ
ジ
カ
ル
な
」
忠
告
の
村
ち
、
一
了
、

市
市
川

村
び
つ
い
た
鼠

ml川
町
を
も
専
門
子
ゼ
守
閉
じ
て
惇
相
い
さ
け
一
、
そ
れ
に
ハ
ン
ゴ
や
う
い
た
ヒ
ム
ラ
ー
や
コ
ン
一
プ

l
k

マ
J

ヤ
1

ト
々
オ
丙
円
引
責
h
y司
)
な
と
も

エ
コ
ロ
ジ
ー
的
な
精
一
宮
仁
ハ

m
F
づ
け
、
つ
る
か
あ
ら
か
!
L
ぬ

p

と
れ
が
、
藤
下
小
い
以
と
氏
の
折
茸

へ
の
肯
一
司
に
応
答
す
る
た
わ
請
の
内
一
件
的
な
も
一
叫
点
で
あ
る

一
応
容
の
一
F
た
f

出
効
慨
は
す
ぐ
後
九
に
、
叫
べ
る
「
て
つ
に
、

そ
の
再
汗
ば

筆
者
は
凡
片

〆
リ
リ
に
そ
れ
ふ
読
む
機
会
を
待
た
。
氏
は

止
旭
川
d

託
古
人
』

ヤグ一一
J
f
〉一ハへ
f

p

八
月

ハ円一

一
一
口
一
川
口
年
に

d

ナ
チ
ス
の
£
機
長
業

1
U快
j
ζ

何
日
ハ
生
」
が
れ

ιだ
「
民
放
の
絶
川
州
」

P

い
川
吉
民
}

/
い
ベ
円
引
主
制
)
省
長

に
河
北
川
す
る
吾
妻
一
千
山
け
し
て
い
る
{
討
一
川
一
許
は
八
T
Eま
ず
も
っ
て
読
昔
に
必
若
の
川
行
を
紛
介
、
そ
の
上
で
問
題
パ
ヤ
残
さ
れ
た
課
忍

な
〆
氏
円
路
相
仏
を
論
一
討
す
べ
き
も
の
p

と
担
わ
れ
る
が
、

拙
字
引
の
刈
行
じ
か
か
わ
る

し
か
レ
、
抗
告
の
内
村
げ
は
誌

氏
。
宝
一
計
は
、

若
い
ほ
と
ん
ど
伝
わ
り
な
い
|
|
日
述
が
主
体
の
(
一
分
の
一
は
ド
一
一
三

あ
と
は
、

抽
刊
ル
脅
し
つ
符
を
知
ら
な
い
読
者
じ
対
し
て
、

1'1: 
軒

河

市
司
品
川
己
、

そ
れ
が
こ
う
鮮
か
'
れ
て
い
る
か
と
い
う
本
ら
に
は
年
関
係
の
、

ま
っ
た
く
札
在
的
知
一
政
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
川

」
の
よ
う
な
毘
ハ
山
山
内
な
昌
司
の
七
ー
刀
は

お
そ
ら
く
じ
聞
出
し
て
な
さ
れ
た
こ
と
仁
あ
ろ
う
ー
な
ぜ
な
ら
、
出
許
は
、
そ
の
本
間
に
お
い
て
、

藤
原
弓
刊
の
メ

J
fァ
l
ゼ
と
恨
本
恥
に
P

十
五
7
る
ト
レ
で
あ
令
。
そ
の
ア

1
ゼ
と
は
、
ヴ
ァ
ル
タ

1
・
タ
レ

l

(
民
淫
山
k
w
k
八

割

札

(京



恒
一
牛
九
月
火
山
円
J

は
一
一
コ
ロ
ジ
的

rqぷ
ン
γ
~イ
レ

y
つ

年
を
日

D
民
法
の
主
主
に
さ
さ
げ
た
)
伎
の
活
動
に
ぶ
っ
て

在
任
長
後
の

B
D
農
法
の
川
村
明
門
が
徐
々
」
い
が
り
、

も
ど
ち
と
い
幻
口
技
法
は
議
昔
だ
勺
た
副
総
統
へ
一
人
ヤ
伐
に
山
領
し
た
来
方
で
一
百
九
厄
計
川
J
i続
格

す
ぬ
μ

ム
一
フ
ー
や
コ
ン
ワ
ト
・
マ
ィ
ャ
ー
な
ど
、
ナ
子
党
内
中
に
は
紙
記
が
存
竹
¥
て
の
勢
力
?
以
内
六
掌
隊
隊
長
l
i
h
の

め

革
命

内
命
て
に
匹
敵
す
る

UU
仙
台
凶
の
肝
心

苧
命
一
争
一
企
て
て
い

f
と
ワ
つ
も
の

1
あ
フ
ペ

拙
昔
に
と
っ
て
は
ダ
レ
と
そ
の
忠
忠
は
-
は
人
の
月
町
役
な
の
で

円
株
原
芦
仁
勺
い
て
は
山
川
究
巾
~
非
理
の
と
こ
ろ
で
注
コ
一
~
L

ダ

レ

を
め
ご
白
川
党
内
に
一
の
司
仰
い
の
対
す
や
ム
「

U
慢
努
と
竿
背
に
は
思
わ
れ
る
動
ん
け
ト
つ
い

L
も
比
較
的
ー
ロ
ハ
分
量
的
注
」
で
す
ま
せ
た
。

、4

〆

!
L
4
u
l
L
 

バ
勝
蕊
え
の
#
E
U

評
は

事
情
に
通
じ
た
人
か
丹
市
明
者
で
な
げ
れ
ば
分
か
ら
な
い
形
で

ふ
当
山
下
出
、
を
回
避

L

(
も
に
ろ
ん
川
氏

入
れ
た
〆
私
服
戸
、
デ
コ
と
は
ゾ
土
利
の
高
社
も
な
く
、

レ
ド
リ
カ
ル
な
レ
ノ
ア
ル
張
り
を
し
、
折
誌
の
町
出
関
心
ヤ
珊
内
陸
設
定
の
全
く
の

爪↓

u
v
d守

¥

J
A
 

つ
ま
り
イ
一
マ
オ
ロ

L
C
U
ノ
ツ
へ
そ
の
で

し
て
は
に
わ
か
に
は
答
、
え
ら
れ
な
い
、

ギ

i
的
収
治
的
信
条
表
明
を
こ
え
て
下
問
的
な
も
一
叫
争
に
は
行
弘
に
な
り
え
な
い
よ
う
な
土
俵
を
該
疋
三
¥

そ
の
上
伎
で
小
CT
と
論
争

fチズムと「詩文J(/) :~J !;_主今めぐ Jて

か
〕
亡
心
m
h
-
u
と
一
円
、
六
肌
悼
の
よ
う
に
司
日
に
絞
維
な
ア
v

マ
法
域
で
あ
る
た
め
、
こ
の
円
一
二
世
践
に
一
体
的
問
、
心
や
も
っ
て
取

格
別
公
開
心
を
も
ご
¥
藤
原
著
こ
い
引
奮
の
一
周
力
を
消
読
1

〕
た
人
以
外
に
は

1
4
干

り
14引
P

八
え

わ
か
り
に
く
く
判
断
し
つ

一w
一

+

バ、、
1l
ア
rA《

ん~
句

人
J弘
2 

そ
の
こ
と
が
今
t
d
の
き
い
一
一
計
の
工
う
な
ス
何
ザ
イ
ル
を
叶
誌
に
三
に
い
る
、
て
F

」で、

上
で
っ
か
く
の
氏
の
ロ
L
引
に
応
じ
て
、

ιり
ノ
¥

ズ
ム
と
「
緑
L

の
間
沼
会
め
く
っ
と
氏
の
著
、
己
批
有
の
需
見
内
対
Jυ

一いん
j
f

こ
に
あ
る
の
L

刀
、
山
主
古
ず
?
は
禁
的
臥
し
た
こ
の
点
を
小
、
い
に
立

要
な
範
叫
一
一
三
円
j

ノ
プ
ラ
ノ
i
L
C
お
き
た
い
。
主
体
と
し
(
仁
川
刈
題
、
い
し
た
い
の
は
、
即
席
陳
氏
の
お
そ
ら
く
古
河
出
に
と
ら
れ
て
川
る
言
託
の

J

十
は
さ
あ
る
U

J

で
れ
ば
、
前
七
コ
ー
い
よ
ハ
ば
、
後
述
の
よ
、
つ
に
自
証
で
き
て
い
な
い
門
誌
を
い
寸
ろ
う
と
し
て
、
一
郎
品
を
む
条
レ
ベ
ル
ト

r

、

J

す9?、よレ
L

対
日
ず
る
月
与
に
安
易
に
レ
ッ
テ
ル
張
り
を
す
ん
v

や
り
バ
じ
あ
る

そ
れ
は
結
「
珂
の
と
こ
円

氏
の
よ
J

刊
(

1

汁
宮
市
一
半
銭
に

か
か
方
コ
て
い
る
だ
ろ
っ

ト
ノ
ヰ
ノ

取人法羊)fi3 (:-)'~--2'13) lUU:J [2U:;:i. 1:1 



2

4ず
い
ど
コ
て
氏
の
吾
許
の
間
出
口
は
夫
の
問
山
、
あ
る
r
M
U

に
、
リ
芸
の
、
十
一
E
E

に
深
く
か
か
わ

ι
つ
い
ヂ

レ
で
ぶ
人
相
ご
士
っ
と
す
る
の
勺
は
な
く
、
レ
ト
ワ
カ
ル
に
い
た
処
J

て
い
る
こ
ー
こ
で
あ
る
U

氏
の
ヰ
]
百
円
は
、
同
月
頭
い
き
な
リ
、

J

て
読
者
に
次
の
工
う
主
可
設
を
t
I
J

、
え
て
フ
こ
す
る
泌
の
む
い
恕
や
政
比
一
八
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
め
一
帝
刊
と
い
っ
吋
先
は
、
環
境
先
途

国
を
円
負
す
る
ト
イ
ソ
に
と
っ
て
叡
凶
し
い
過
半
、
戸
一
か
ら

「
ド
イ
ソ
政
利
は
界
史
家
に
初
日
式
し
一
仁
、
ー
一
川
の
分
q
l
い
報
告
言
を
作

h

上
げ
て
ム
九

い
、
ぞ
れ
に
よ
り
人
沿
い
L

叫
究
が
走
ん
だ
そ
の
流
れ
の
中
仁
、

折
告
は
あ
る
の
だ
t

L

U

こ
の
政
府
へ
の
報
告
書
k
は

わ
り
去
れ
て
い
る
主
口
物
は
、

ロ
ワ
二
年
h
rイ

J
H然
保
設
史
刻
川
山
が
十
f
u
在
し
て
一
円
件
以
問
、
認
と
ナ
チ
ス
}
刊
を
7
1
γ
と
し
て
れ

わ
れ
た
ン
J

ポ
ジ
ウ
J

が、

専
寺
町
じ
ヤ
ノ

A
:ル
で
門
別
問
の
業
主
凶
応
一
巻
と
し
て
刊
り
さ
れ
ん
も
の
↓
で
、

ヘi
J

Y

人
ど
り
で
な
く
、

ア
ン
ク
口
汁
ケ
ソ
ン
俣
市
の
研
究
者
糸
砂
ハ
ゾ
ビ
八
パ
む
総
勢
一
九
人
が
得
税
1
て
い
る
r

ォマ

U
L
K
7
1
1
h
m
Z
フ
と
フ
ラ
ン
ク
ユ
L
勺
〉
ー
の

J

氏
の
レ
v

リ
ノ
ク
は
、

が
小
発
民
援
を
め
く
っ
て

υ本
政
出
と
専
門
家
と
の
そ
の
ト
ふ
う
な
関
係
を
、
こ
れ
む
も
か
と
児
院
き
し

九
一
昨
今
で
あ
る
か
、
勺

い
ー
か
に
も
あ
り
そ
う
に
間
平
2

ん
も
話
で
は
あ
る

た
?
〕
か
に
環
境
穴
巨
1

り
川

Jノ
一
γ
ィ
ン
、
一
J
2
4
5
の
E
亡
併
、
あ

い
さ
つ
が
ゐ
り
、
筆
者
の
知
る
と
丹
、
ろ
で
は
な
い
が
、
海
外
か
ら
も
何
人
も
の
北
部
台
与
す
か
迎
え
丈
ン
ン
ポ
ジ
フ
ム
に
は
政
ー
一
府
か
、
り
の
貯

政
的
援
助
も
あ
っ
た
ろ
う
J

問
迫
こ
す
べ
き
は
、
そ
の
よ
う
に
伶
技
を
、
ぺ
け
た
ミ
ζ

で、

刊
究
者
た
ち
が
い
~

J

六
一
や
片
山
ン
ム
矧
げ
た
結
論
幸
一

導
い
r
、
い
る
か
ベ
口
か
と
い

7
こ
〆
で
あ
る

議
原
氏
が
こ
の
喜
を
畜
(
広
了
に
検
討
ν
h
l
ふ
シ
ご
っ
か
は
小
川
だ
か

氏
の
気
に
入
h

な
い
の
は
史
の
点
で
あ
る
F

一
〉
は
川
間
違
い
な
い

p

v

丹
必
丈
保
は

氏
が
決
定
内

ア
ン
ナ
・
勺
づ
ム
ウ
ェ
ル
が
ダ
レ
会
エ
コ
ロ
ン
ス
ト
パ
一
と
す
る
尚
犯
と
し
た
、

ダ

レ

の
ロ
い
だ
の
お
怯
刊
に
対
ず
る
似
本
的
な
疑
泌
を
拍
情
し
つ
つ

フ
ブ
ム
ウ
亡
ル
‘
7
!
日
セ

わ
村
の
叶
引
の
先
取
と
〔
て
の
ナ
チ
ス
守
絞
述
、

を
批
刊
し
た
G

会
ゲ
ル
ハ
ル
、
ー
の
治
文
と
、
川
究
山
九
ぶ
り

l
ペ
ノ
:
文
献
案
内
を
苦
い
た
編
者
の
人
コ
庁

y
タ
!
の
請
文
を
庁
ん
で
い

ヴ

ペョ

ユ
ケ
ソ
タ
ー
の
も
の
に
ほ
、
彼
一
は
い
切
の
批
判
と
と
も
に
こ
れ
ま
で
の
プ
ラ
1
H
ウ
ー
ル
批
判
を
簡
単
に
ま
と
め
た
節
が
ん
パ
ま
れ
て
い 間
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る
r
y
一
フ
ム
一
ノ
ヱ
ル
VAJザ
吉
ハ
ワ
パ
バ
に
批
判
し
た
の
は
、

そ
れ
は
ご
め
シ
、
J
U

ホ
ジ
ヲ
ム
よ
リ
、

マ
メ
リ
カ
人
ド
ミ
一
戸
ク
で
あ
り
、

ハ
ゾ
午

も
一
目
の
こ
=
で
あ
う
た
〉

第
一
い
、
氏
は
川
若
ι
ω
ゃ
の
エ
ト
山
川
内
小
一
見
、
え
へ
よ
)
レ
一
し
)
t
お
ら
ず
、
ド
川
内
了
た

i
c
、
根
川
怖
に
飛
川
院
に
問
い
キ
一
対
国
〆
て
い
る
こ

す
な
わ
ち

1'1: 

は

郷
!
保
4
V比
一
部
な
一
戸
の
思
想
に
存
め
す
る
「
一
読
絞
の

へ
の
ボ
、
ン
寸
，
f
T
な
連
続
げ
R

~
を
「
ふ
れ
'
ス

の
川
山
出
か
い
ノ
救
い
山
そ
っ
と

現
代
ド
f
y
資
本
主
義
の
枠
釘
み
か
ら
ど
れ
だ
け
一
U
巾村一

、↓
Y
〉

パ
什
院
で
グ

し
じ
い
る
と
し
て

ろ
う
か
一
と
れ
ム
で
も
そ
も
、
が

E
人
の
竿
告
が
、
何
々
高
押
が
あ
(
二
{
、
一
救
山
一
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
か
の
折
皆
は
、
一
文
い
暦

去
の
な
か
に
今
円
か
ら
見
亡
も
主
v

法
的
九
千
づ
子
駅
の
議
ム
叫
ん
¥
理
念
を
市
苛
ワ
け
た
に
巡
ぎ
な
い

戸
〕
か
も
ひ
、
サ
旬
、
れ
は
つ
ず
「
制
じ
初
め
ご
山

?
J
A

一
た
も
の
で
も
て
て
ん
ゆ
、
A

に
生
ま
れ
「
も
の
で
も
決
、
亡
、
な
い
も
f
J
7巧
ん
切
り
離
せ
な
い
~
一
区
の
函
J
と
も
に
、

で
あ
る
氏
の
常
躍

t
た
七
の
民
い
は
、
次
の
叙
通
と
迎
勤
し
て
い
る

小
野
口
一
身
の
環
尽
mu
芯
」
は
一
日
r

イ
ツ
の
税
存
の
公
式
的
な
環
境
忠
匙
」
と
と

こ
で
沈
つ
の
か
一
世
、
境

E
却
は
、
社
ム
改
ー
見
、
l

荒
川
叫
む
の
か
、
手
~
れ
と
も
村
会
の
根
源
的
な
変
革
を
促
す
も
の
な
の
が
」
へ
そ
も
そ
も

fチズムと「詩文J(/) :~J !;_主今めぐ Jて

のい同
U
M

立
が
不
公
的
に
取
っ
べ
主
も
の
は
」
1

資
本
主
義
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
~

詰
よ
一
今
げ
に
、
こ
の
よ

こ
ま
、

い世史
J
7
4
ζ

い
う
学
問
に
抗
わ
る
際
の
氏
の
巨
人
，
u

、
お
よ
び
、
氏
が
ふ
、
の
(
間
人
ペ
中
投
影
し
て
笠
に

的
過
?
式
会
み
る
と
い
う
ん
を
勢
治
、

は
ず
と
小
さ
れ

t
レ
2

ぬ
c

引
の
若
井
一
一
サ
J
J

ス
の
キ
y

チ
シ
水
戸
ド
、

(¥ 

小
十
)
の
符
め
ノ
、
ノ
¥

り
あ
た
れ
で
は
、

阿
川
巾
七
、
は
現
存
〆
一
地
古
川
f

対一市

で
あ
る
こ
日
町
に
、

十
本
末
の
追
を
不
十
も
の
だ
と
い
っ

E
-
H
・
ヵ
ー
の
雪

葉けか
J

引
か
れ
て
い
る
。
正
一
ん
が
同
↑
史
と
J

し
い
う
、
了
間
ト
ょ
っ

ι未
来
を
-
小
一
?
?
と
す
る
で
の

υ一
抑
占
J

は
、
災
後
は
も
L

一よ
J

ワ
イ
マ
ル
悶

の
ト
ノ
ー
ツ
村
会
長
、
千
党
S
F
D
の
す
場
J
り
も
ラ

7
1
カ
ル
だ
と
い
、
つ
-
一
と
が
前
わ
れ
る
が
、
パ
す
刊
住
一
文
句
2

刀
、
り
持
{
ム
す
h
v

の
は
閣
制
中
で

あ
る
の
で
、

k
h
あ
え
ず
こ
れ
ま
浅
川
、
J

と
パ
の
信
条
の
世
え
ー
し
〈
門
ん
じ
お
こ
、
つ
ハ

そ
の
校
心
に
反
資
J
4
、
一
下
設
と
い
う
信
条
が
あ
る
の
を
、

ム
f
M
の
斉
一
山
町
は
w
w
ら
ず
J
b
w
日
さ
十
が
ら
せ
た
の
だ
が
、

抗
告
は
現
代
k
i
J
y
資
本
上
殺
を
P

削
提
に

L
て
い
る

そ
の
仁
う
な
J
L
A
W
刀、か、い
J

、
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乙
批
判
さ
れ
一
え
い
る
の
で
あ
る

↑

r
i良
え
い
よ
小
川
示
一
や
さ
む
こ
と
は
桁
構
L
J
こ
と
て
あ
り
、
人
が
ど
の
よ
う
な
恒
条
や
与
と
へ
と
内
司
で
あ
ふ
っ
ザ
つ
べ
き
は
近
代
的
刈

打
リ
催
、
資
本
干
義
〉
勇
ま

L
イ
て
結
構
ご
あ
る
η

ん
辛
か
と
も
対
日
ム
(
山
の
才
府
に
対
す
る
感
ペ
ロ
て
人
後
一
ド
リ
前
ち
る
つ
も
り
は
な
く
、

Y
主
れ
ば

資
本
十
L

十
北
宇
一
「
繋

っ
と
み
た
い
。
し
か
し
、
議
つ
に
も
山
げ
を
リ
位
に
兄
樫
め
ね
ば
な
山
な
い
〉
子
こ
で
、
府
f

史
研
ん
ん
4
刊
の
成
心
バ
レ
一
し

工
、
持
史
門
前
丈
一
川
と
思
想
に
h

川
'
札
し
れ
J

叫
究
を
通
じ
し

事
実
認
ぷ
の
レ
ベ
ル
で
「
一
年
つ
べ
き
刈
象

の
時
{
寸
J
K
提
わ
っ
て
き
た
U

小ん

川
什
の
臼
双
や
そ
れ
を
ど
の
よ
う
な
へ
で
仏
的
主
紙
に
常
一
置
づ
け
ん
V

か
1
y
i

い
う
山
d
J
C

U
分
の
信
h
h
p
(
υ
ι
円
を
は
影
し
た

そ
れ
を
辺
土
に
読
み
込
む
分
州
は
、
撃
つ
べ

3
対
象
持
見
出
川
ら
せ
ゐ
危
険
が
あ
る
接
説
日
以
の
書
一
オ
の
大
久
弥
一
は
、
こ
の
間
以
史
、
γ
の
事
長

レ
ベ
ル
と
汗
ハ
ド
の
情
念
レ
ベ
ル
を
限
引
け
J
F、
前
者
の

L
ベ
ル
戸
、
議
論
し
よ
う
と
す

4
の
で
は
な
く

い
民
苔
の
レ
ベ
ル
に
間
川
町
也
を
や
7
ム

t
J
I
¥

呉
な
る
町
ノ
併
を
批
判
す
る
も
の
ぜ
あ
る

ル吊川一に、

反
資
本
中

L
哀
の
信
長
hr
週
土
に
投
川
u
f
る
ス
タ
ン
ス
は
、

の
古
宇
ぶ
「
レ
ベ
ル
に
か
か
わ
る
訟
山
占
一
、

氏
が
ん
r
U
H促一小

b

八本

ダ
J

ーの

1

m
川
と
十
」
忠
悲
の
評
舗
に
も
反
映
三
、

γ匂
〈
デ
〆
ー
は
近
代
的
所
有
比
一
か
制
限
〕
た
こ
と
で
一
汁
仙
さ
れ
る
の
で
あ
る
U

ダ
ゾ
v

の
世
主
川
悦
域
法
は
「
近
代
的
所
右
権
を
部
一
八
刀
的
に
で
は
あ
れ
制
限
し
、
道
の
商
品
化
を
あ
る
自
社
出
品
防
主
一
」
、

1

人
一
山
を
仁
担
に

ょ
う
と
す
る
弐
み
「
あ
コ
p

一
か
ら
、
「
次
世
代
へ
の
直
江

の
並
ぶ
が
い
ほ
え
る
も
の
だ
と
-
え
な
え
も
な
い
L

こ
の
よ

つ
に
打
点
原
氏
は
グ
レ
ー
や
そ
の
反
資
本
主
義
的

E
想
に
お
い
て
許
価
す
る
の
だ
が
、

レ
キ
ス
タ
レ
!
の
!
r
弘
氏
本
4
誌
は
と
ん
な
性
判
官

の
も
の
r
J

つれ
J

の
か

o
h有
?
悼
の
社
浪
、
す
な
わ
し
ら
十
品
ほ
の
尚
一
川
化
司
法
当
権
設
定
の
禁
止
と
上
わ
J

へ
の
緊
縛
は
農
民
を
幸
j
い
に
し
た

の
ど
ろ
う
か
U

山民
v
で
ん
を
十
地
に
体
制
判
し
に
し
、
歴
史
の
歯
車
を
後
ろ
に
日
そ
、
っ
と
し
た
ダ
レ

l
、
へ
ん
さ
寸
け
絞
U

刊
ず
れ
る
農
場
企
市
の
紋

不
忘
齢
と
し
、
似
の
品
種
改
良
と
同
じ
よ
ー
~
人
間
を
も
遺
伝

f
的
に
改

A
L
よ
斗
1
y
i

し
七
ダ
レ
ー
が
次
刊
代
仁
ど
山
な
ー
ド
来
を
UMλ

っ
と
し
た
り
H

ろ
っ
か
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さ
て
、
以
上
の
よ
う
な
信
治
を
も
っ
氏
の
吉
許
は
、
次
の
f
h

う
に
夜
ア
ド
心
掛
告
の
一
訟
を
湾
め
て
い
る
r

そ
F

」
ま
一
、
で
、
政
府
ー
の
桐

4
M
い
午
か
う
た
研
究
缶
ナ
ち
が
、

L74
ス
ζ

の山
1
h
A
〈

L
か
ム

1
イ
ノ
出
境
保
設
れ
ん
の
L

わ
ば

H
完
全
故
山
川
l
七
品
川
れ
に

υ一
〉
一
木
一
円
じ
の
る
か
の
よ
〉
、

印
象
付
け
f
刊
が
と
サ
ザ
ス
と
円
以
仰
に
閉
す
る
徐
々
な
フ

1
7
を
「
統
符
的
に
減
っ
て
い
る
か
ら
、

そ
の
全
体
像
を
泊
り
た
い
読
者
に
は
旬

山
刊
な
ま
け
物
三
も
あ
る
」
。
ま
た
、
「
ド
イ
ツ
の
現
有
力
三
寺
山
内
な
照
境
民
知
一
と
児
泌
を
お
い
と
い
な
い
か
ら
「
現
代
環
夜
組
討
の
治
療

の
た
め
に
も
読
ま
れ
る
べ
さ
本
で
i

あ
ん
こ
u

筆
者
は
、
府
羅
針
町
で
便
利
な
本
を
古
川
ん
つ
も
り
は
主
¥
右
い
が
、
こ
の
内
山
を
と
市
か
〈

二
口
一
い
た
い
の
で
は
民
し
ど
な
い
f

ド
主
レ
ベ
ル
の
町
川
J

題
を
信
条
レ
ベ
バ
日
ず
ら
し
て
一
喜
八
訓
し
よ
う
と
1
9
る
そ
の
姿
勢
を
閉
山
口
に
し
て
い

る
の
♂
あ
る
乙
資
本
合
一
下
義
を

撃
」
ち

ト
本
米

4
一ーと

し
た
い
弐
は

R
r
つ
ベ
ス
一
刈
象
の
市
定
一
成
功
し
て
い
る
の
戸
ろ
っ
か
r

今
川
門
の
書
汗
で
藤

(、、
q
7
3

件いいト

L

d
司

J
ハ
ョ
い
げ
柏
村
L
Jホ
J
h
相
川

fパ
イ
、

4
m
、

l

J

1

1

「

(

す
で
に
七
ト
触
れ
た
よ
ろ
に
、

代
の
者
作
と
、

タ

←/ 

仁
つ
い
て
も
ナ
イ
ス
乙
一
転
一
の
同
誌
に
つ
い
て
も
附
党
中
入
会
ほ
と
ん
Y

商
み
る
ヲ
ヒ
な
く
)
依
拠
?
三
4

ア
ン
L

ノ
ブ
フ
ム
ウ
ェ
ル
の
す
-
作
の

fチズムと「詩文J(/) :~J !;_主今めぐ Jて

コ
ケ
ッ
タ
!
が
先
に
円
及
7

J

/

揃
J
J

人で、

プ
ラ
ム
ウ
ド
一
ル
は
斤
↓
μ
量
化
本
一
校
挑
仁
〕
て
い
る
に
す
ぎ
な

ア
い
で
に
か
か
わ
っ
て
い
る

ド
イ

y
の
環
尽
仰
比
一
民
連
防
叫
ん
刊
究
動
向
の
J

勺
き
四
い
だ
登
山
内
を
し
た
森
川

子
も
、
人
I
U
で
は
エ
7

円
ン
ー
逆
効
を
ト
同

L
P
い
対
岸
、
以
外
に
主
に

4
立
す
人
V
M
刈
究
者
は
い
な
い
と
お
捕
し
と
い
る
一
で
つ
に
、
研
究

い
♂
批
判
じ
記
長
い
口
一
い

¥
H
F
T
E
Z
ロ
ダ
民
主

ν
室
、

史
上
き
は
す
で
に
い
江
、
71d
い
、
い
る
r

い
っ
と
浩
一
寸
で
は
な
い
「

か
~ 

F

〕
丹
羽
J

い同じ
Jυ

一
ち
人
っ
た
こ
と
内
な
い
人
一
い
と
一
ハ
て
は

そ
力
よ
う
な
結
論
均
評
価
で
は
吏
附
加
の
と
こ
ろ
は
け
か
り
に
く
い
ヲ
)
と
戸
ぐ
あ
る
か
ら
f

ド
イ
ツ
玩
代
史
削
活
者
い
で
も
プ
ソ
ム
ウ
了
ル
の
間
出

の
否
を
山
J
H
一
人
は
多
イ
ば
な
u
l
y

一
岡
山
わ
れ
る
)
、
こ
の
坤
叫
ん
h

に
す
チ
人
ム
と

エ
コ
ロ
ジ
ー
に
か
カ
わ
る
論
自
に
の
み
」
絞
っ
て

八
り
え
を
簡
単
仁
み
ご
み
よ
う
。
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11; 

ま
ず
ブ
ラ
ム
ウ
r

一
ル
の
所
抗
ー
か
ら
J

役
人
久
の
命
以
は
次
の
詩
打
に
ま
こ
め
へ
y
Q
J

第
に
、

カ
ヘ
立
午
の
君
主
↓
の
ハ
y

イ
ト
ル

世川出、〆二

ウ
ァ
レ
タ

E
bノ
レ
ヒ
ヒ
ト
ラ
ー
の
つ
九
の
【
い
~
一

が一小
J
q
一
A
り
、
ト
ヰ
ス
は
、
ム

i
H的
な
意
味
で
の
エ
コ
ロ
ジ
ー
何
一

先
駆
、
以
州
内
定
の
た
犯
で
あ
勺
た
v
y

い
う
こ
と
で
あ
る
;

工
コ
円
、
ン
ー
は
ナ
ヂ
ス
ム
に
L

コ
て
、
刷
辺
均
な
も
の
て
は
な
く
小
心
的

な
も
の
で
あ
川
、
第
(
一
帝
国
は

i
i
口
町
パ
長
初
乃
白
代
保
護
川
出
家
だ
一
っ
た
と
1
4
r

抗
さ
れ
る
主
一

E
3
v一
ご
定
い
ピ
一
コ
ε

定
泣
け
邦
訳

K 
7; 

リー、
j

J

 

一
一
パ
六
円
)
川
第
一
一
↓
市
内
山
行
政
文
言
、
一
F
阿
ぷ
吾
、
法
人
L

正
常
円
な
ど
に
そ
の
汗
ぬ
は
た
つ
ぶ
れ
あ
る
と
川

(-) 

一

j

レハーロペ

、
ザ
戸
主
主
同

〆ノ
F

」
バ
ロ
コ
こ
う
し
た
張
の
最
大
の
根
拠
は
、

ダ
レ
|
川

B
h
f
些一μ
法
拡
高
一
者
+
ユ
コ
口
、
ン
ス
、
ー
と
い
つ
こ
と
守
~
あ
品
。

そ
し
て
、
持
流
派
い
こ
と
に
、
こ
の

E
う
な
子
い
て
持
出
す
法
、
彼
女
は
そ
れ
が
十
分
セ
ン
ぞ

1
シ
ゴ
プ
ル
で
投
発
的
で
あ
ん
)
こ
レ
L

を

大
い
に
f

ド
』
民
し
て
い
る
f

ム
7

日
の
、
ノ
ツ
一
ほ
の
止
は
、

そ
れ
は
似
の
党

下
お
を
抱
く
多
く
の
知
詩
人

JLtω
問
で
人
J
A
が
あ
る
が
、

が
純
粋

rhu去
の
円
れ
を
知
ら
な
い
え
の
よ
う
に
凡
主
乙
ド
;
h
な
の
」

で
、
「
サ
イ
ズ
ム
の
な
か
↓

の
凶
い
柘
:
目
、
ェ
コ
円
ジ
!
の
伍
久
七
九

が
あ
っ
た
と
い
、
フ
議
一
品
は
、

燦
発
的
な
以
揮
を
P
J
ぶ
だ
λ

よノヘ)そ
1
h

れが
h

イ
ツ
に
何
ら
か
の
政
治
的
河
川
杭
ふ
も
た
ら
す
可
能
性
も
あ

る
」
と
(
叩
式
二
〈
二
百

第
一
に
、
叫
刊
の
v
~
の
先
駆
と
し
て
の
側
討
を
判
っ
た
人
々
干
し
て
彼
女
が
ぶ
J

げ
る
の
は
、
ン
コ
タ
イ
斗
の

H
D
呉
氏
の
一
唯
一
時
〆
告
で

あ
る
刊
総
結
ヘ
ス
と
そ
の
配
下
の
入
枯
渇
点
レ
ド
け
ノ
イ
干
、
こ
の
州
民
法
を
受
け
入
れ
壮
仕

大
河
口
午
h
円
か
ら
そ
れ
子
炉
辺
ー
}
た

ダ
レ
と
、
従
の
川
ノ
ル
笠
一
円
j

一
い
ム
ま
っ
た
[
一
彼
女
は
ロ
サ
が
辛
vh
の
見
市
一
ど
は
宇
土
と
は
な
い
」

R
D
良
法
を
古
本
十
月
f
l稲
川
辺
鼠
一
ド
移
植
し
ょ

う
レ
し
た
と
ム
ラ
や
そ
力
配
、
で
東
ん
川
中
間
の
京
任
者
コ
/
一
つ

l
ト
-

J

イ
ヤ
、
道
路
松
前
ト
ソ
ト
と
ア
円
ト
パ

i
ン
建
設
て
の

そ
の
右
椀
ザ
ノ
パ
フ
ェ
ル
ト
で
あ
ゐ
u

具
体
的
な
人
れ
は
こ
の
あ
た
り
だ
が
、
グ
レ
ヵ
日
ロ
農
法
主
ャ
ン
ペ

J

は寸ノイナ
L
A
H
M
の
一
分

の

が

I
A
持
し

反
対
し
た
の
は

分
の
一
だ
け
だ
っ
た

一
証
出
止
は
ぷ
げ
、
つ
れ
ご
い
な
い
¥

〆
ド
J

J

民
ニ
ヘ
)

と
い
、
っ

一
(
己
c

こ
れ
古
川
伎
に
河
川
兆
背
に

E
っ
て
一
ア
チ
色
紙
翼
」

シ
ュ
タ
J

す
1
・
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
」
ー
と
出
川
慌
に
ま
と
め
ら
れ
て

L
L「
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第

に
、
な
h

J

で
も
彼
久
九
J

日
心
的
に
一
吉
田
況
ず
る
グ
レ
7

じ
問

u
L
は、

〆

lいl円U 

r 
号小仇

つ
〆

J刊l ヲ
忠
ノ ν

-，" 
〈

役
が
ん

I
U
戸

J

ま
ッ
桜
の
一
ソ
心
」

十
へ
市
拠
で
{
コ
ロ
ン
ー
を
ぶ
っ
て
し
た
と
宇
張
さ
れ
人
叱

υυ

り
民
法
を
徐
々
に
受
け
入
れ

t
依
は
こ
れ
キ

「
右
批
判
長
法
一

述
)
と
改
称

3
止
、
「
4

行
機
農
業
の
た
仰
の
よ
ャ
ン
ベ

i
ン一

一l
(
守
れ
が
と
ん
な
も
の
か
は
お
か
れ
て
い
な
し
仇
、
制
も
な
い
)
を
始
め
、

介
状
作
小
の
「
取
2

長
の
守
を
有
機
由
民
業
の
ヰ
ャ
J

パ
ン
。

(一

-RU)

農
民
を
重
視
し

i
業
資
本
ド
で
お
を

正3
W( 

「川J
絶
し
た
当
防
円
以
々
レ
の
F

ノr

ア
F

は、

r

)

年
後
仁
右
機
農
業
と
し
て
均
ら
れ
広
く
出
回
守
集
め
る
と
こ
ろ
と
九
ゆ
っ
た
と

日
小

W
Z山

》

七

戸

、

吋

「

ヨ

t

叶ハ山)。

山
幸
川
に
、

川
収
拾
ー
に
は
、

そ
れ
に
志
づ
い
て
発
反

カ
ー
ル
カ
ー
ル
ソ
ン
の
変
名
て
、
近
代
ア
ク
ノ
口
、
ン
ー
を
攻
法

L
、

タ
レ
ー
は
、

し
て
J

え
た
J

ノ
2

ノ
の
仕
γ
似の

に
反
対
し
ん
~
つ
二
、
っ
述
べ
て

教
会

ふ
げ
〈

~4z

k
f寸

l-

ブ
-7
ム
ウ
ご
ル
は

J¥ 

、
。〉

:111; 

!主

f
p吋
十
1
1

、

{
戸
イ

勝
者
の
来
初
日
行
と
批
叫
げ
す
る
U
F
L
!
の

ν
場
は
r
明
ら
か
に
反
保
守
、
土
弐
的
!r
坊
で
、
仏
f

円
の
片
刑
判
明
の
い
は
仏
間
民
地
沖
一
刻
と
の
お
似
性

ふ
も
勺
て
い
る
と

1
1つ
の
一
じ
品
ふ
ニ
3
m
o
z
一コ

J

E

J

fチズムと「詩文J(/) :~J !;_主今めぐ Jて

l1 
ヒ
グ〉
ト
〈ち

彼
ル
比
ば

悶
市
一
寸
前
が
J

め
る
苦
味
で
道
低
的
に
価
値
が
あ
る
」

眠、

ヲヱの丹、
}tr
は
Y
E

にや叫
J

円相の茶一

い
ま
だ
わ
れ
わ
れ
の
丈
化
の
市
民
条
件
ニ
ー
二
、
存
有
し
て
い
る
」

ζ

ぃ
、
ぺ
げ
脚
山
か
ら
出
先

L
て
い
る

-
邦
寸
山

ペ
J
h
'
一、

肘
に
あ
h

-

P

J

】♂一
r
J

、F
J

一、

~
方
ー
と
l

文
?
川
、
1

二、

ダ
シ
に
つ
い
て
一
¥
つ
絵
柄
的
一
計
仙
や
浅
べ
て
い
る
。

ダ
レ
ヤ
斗
J

J

J

ス
ド
イ
ツ
の
良
民
割
以
の
計
刈
の
山
一
円
段
に

は
「
明
ら
が
に
エ
コ
ロ
ン
汁

けノ、?一コバロ
u
必
す
農
民
の
制
一
日
は
「
社
長
内
、

将
済
的
、
送
油
片
的

4
す
べ
、
の
山
↓
し
わ
ナ
る

日
件
々
な
訟
へ
の
訂
能
米
と
み
ら
れ
た
の
で
あ
る

ο

人
値
U

日
廿
襲
と
い
う
川
仙
沼
・
政
策
は
、

「
経
済
と
坊
M
h
y
)

資
本
上
記
川
河
川
吋
係
に
け
川

γ

る
i
八
刊
別
慢
な
衣
料
ト
を
お
み
、
叫
ん
で
い
や
J

一
と

-
b
汁
:

一↓:「

へ
頁
)
巳

そ
の
山
川
ヰ
安
正
曜
日
確
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、

と
も
か
く
役
止
に
は
独
狩
の
ば
資
木
上
義
的
心
情
が
あ
り
、

二
、
つ
し
て
み
る
と

そ
ご
い
:
句
根
、
問
の
緑
め
党
へ
も
批
判
ヘ
持
ぐ
る
昔
、

J

シ
テ
リ
ド

f
L
と

L 

グ
レ
ー
ー
を
山
け
ら

を
U
T
一
川
い
て
い
る
守
)

1

と
が
一
畑
、
X
L

ijL 
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の
戸
久
本
に
本
質
的
仁
関
係
つ
け
、
戦
品
川
ダ
レ
?
の
弱
苦
や
治
世
明
に
患
い
を
よ
足
る
守
場
を
共
一
必
的
に
揃
い

t
ド
る
の
守
あ
る
J

佐官十

さ
の
明
v
A

か
ム
は
、
彼
女
が
信
条

(

l

倍
)
会
一
週
主
に
投
影

L
、
#
ど
こ
か
ら
叱
尖
を
さ
糾
1
1

全
体
的
丈
J

試
を
問
う
こ
と
な
く
一
面

内
に
意
味
つ
け
亡
い
る
f

ニ
ワ
わ
さ
る
を
え
な
い
〉
そ
の
こ
と
を
端
的
に
小
す
の
は
、

ダ
L
ー
が
そ
れ
へ
の
改
称
と
引
主
一
h

長
、
え
い

B
口
氏

法一
J
T
L
U
不
一
忍
し
た
「
生
命
以
剤
使
法
了
ζ

い
ろ
決
定
的
な
十
チ
出
話
を
有
淡
良
叶
未
」
ミ
三

E
Tコ5
五
と
英
語
明
し
と
い
る
二
と

戸
川
、

b
め
，
hω

一宍
)

U

そ
れ
が
奈
古
前
な
訳
I

川
ど
と
筆
A
甘
い
か
い
う
意
味
を
伝
、
与
匂
た
め
に
、
こ
こ
で
、

一」のす日制

三

窓

口

℃

U
4
日

点

二

ム
ナ
作
に
か
か
わ
る
且
市
立
な
山
ん
尖
の
流
れ
を
押
さ
、
ソ
立
に
い
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
f

問
題
の

B
n止
法
と
以
、

ユ
タ
ノ
:
ブ
!
の
一

iu

凶
年
の
庫
一
統
山
託
業
一
で
排
出
一
一
山
川
来

l
、
す
で
に
ワ
J

マ
ル
岐
に
は
ド
ノ
ツ
ヤ
ア
ズ

リ
力
士
と
で
一
疋
の
広
が
り
を
も
コ
て
い
た

ナ
チ
ス
は
ご
/
i
h
γ

イ
J

ノ
!
の
巴
相
い
に
も
巳
む
呉
法
に
も
が
r
噌
的
で
、
何
段
も
叫
戸
l
L
よ

ろ
と
し
、

日

υ州
民
十
川
い
の
却
は
ナ
イ
一
ノ
ス
に
す
り
寄
る
工
ノ
え
ズ
ム
宇
竹
山
か
り
÷
川
叫
ん
る
と
い
う
訂
叫
L
J
U
っ
と
)
こ
と
ご
生
三
一
伐
ろ
ろ
と
し
一
、

一一
L
v
b
J
 

ブ
ラ
ム
内
一
↑
ル
や
際
原
氏
の

71 

仁
田
口
年
が
主
要
で
み
る

に
か
か
わ
る
山
接
的
な
歴
史
的
出
れ
と

ν
て
は

ム
九
ヒ
メ
七
一
け
に
は
ま
さ
に
ゲ

ν

i

奴
い
る
帝
悶
食
ト
バ
・
異
業
む
が

3
D
ド
代
以
に
よ
る
作
付
け
全

YI
準
慌
〕
て
い
た
の
を
、

イ
マ
コ
ル
ト
の
叫
請
を
う
け
た
副
丸
一
訪
問
~
ス
P

ムザペマ人
1

J

て
化
京
の
科
44
担
科
良
川
法
ζ

の
業
仲
間
三
殺
を
行
、
つ
よ
っ
培
一
小
し
、
一
、
れ

ν
一
九

=
今
八
年
春
μ

一
変
に
週
つ
め
農
場
を
対
象
に
/
打
わ
れ
た
p

柁
巣
、

R
U
州民法

れ
、
作
付
け
禁
止
サ
討
は
放
棄
さ
れ
た

九
回
心
年
内
六
万

ノl

、
ン
コ
タ
イ
ソ
の
弟
子
、

H
D
R
L仏
持
単
一
占

e
R
D
幽
司
法
全
凶
連
取
持
道
J

収
」
は
つ
い
一
ド
ダ
レ
を

パ
ル
ィ
プ

円
分
の
将
、
い
点
、
ァ
M

7

7

ン
ヘ

i
L
の
口
つ
快
諾
刑
判
し
幼

Lmノ¥て
L

に
成
川

L
た
の
だ
が
、
そ
の
成
悩
を
同
の
ν

た
り
い
し
て
湾
映
し

た
ダ
レ

l
は

じ
得
、
従
末
の
ヘ
γ
ム
肥
料
一
路
線
L
U
T

変
更
す
る
て
と
な

L
に
今
日
伎
は

B
D
農
法
に
も
汁

H
L必
要
な
支
持
を
守
、
山
亡
命
渋

心
を

l
た

M
州
止
付
に
、

一
止
命
法
叫
州
民
法
と
い
う
す
テ
」
七
時
祢
に
変
更
す
る
よ
う
に
命
じ

:jガ
汀
土
一

yuhHrH

i
I
;
l
i
l
l
-
L
一
重
+
一
字
|
一
七
コ

l

!

J

J

j

 

L
か

L
、

た

fdJ25HPVAGと

M
V
(
V
Z
{
「
ヤ
拙
主
寸し

心つ寸川、
c

グ
レ
ー
は
じ
T

J

ブ
ー
ル
ー
に
も
農
業
ト
人
臣
が
R
D
州
民
法
を
↓
h
r出
し
た
こ
と
を
山
間
い
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知
ら
せ
る
ぶ
つ
仁
依
頼
し
、
依
頼
さ
れ
た
出
リ
イ
一
J

可
パ
ト
は
、
人
明
文
タ

f
ト
ル
の
合
同
「
生
命
法
則
叫
ん
法
}
し
た
が
、
本
主
は
一
員

L
て

B
D
民
法
」
で
押
し
見
し
た
の
で
あ
る
一
仰
い
著

一
コ
一
向
f

)

J

タ
レ
ー
の
強
張
工
ー
一
川
い
挨
え
は
、

ハ
石
川
戸
け
(
ハ
マ
聞
が
で
は
な

E
D
渋
川
以
内
川
引
は
に
あ
る
記
恕

π論
と
は
ヘ
ふ
い
こ
と
が
決
定
内
に
章
変
で
あ
る

人
間
〆
一
品
目
物
を
同
一
ド
周
ご
み
る

γ
松
な

戸
捌
苦
一
九
二
一
九
七

jt塁
間
[
ー
の
八
U
{
れ

JEは
し
て
い
た
υ

「
生
合
法
問

ード一

4

7
五
日
必
仏

t

l

-

三
μ

l

h

す
で
に
結
火
人
戦
f

山
ケ
レ
り

7
7
、イナ
L

の
よ
、
つ
な
急
進
的
人
積
、
十
義
的
フ
工
ル
主
ソ
シ
コ
田
R
Uの

持
ち
÷
J
b
依
っ
て
い
た
も
の
じ
、
ナ
チ
ス
ム
の
い
う
そ
れ
は
へ
糾
川
・
民
法
問
の
牛
存
関
争
を
お
ん
依
く
れ
J

めチ

が
長
h
k
し
た
lM

除
根
絶
阿
川
市
じ
る
沿
一
合
口
む
人
町
内
主
別
措
昔
、
混
血
問
汁
と
育
純
の
L

た
め
の
拍
君
、
ー
北
ソ
ヘ
科

の
タ
グ
歪
沢
氏
則
人

U
政
策
な
ど
を
科
学
的

長
い
一
じ
正
当
化
す
る
た
め
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
に
ほ
か
な
、
コ
な
い
ぺ
何
十
円
-
+
J
絞
い
c
i
r
f
、
そ
の
よ
う
な
闘
争
に
勝
ち
抜
く
た
め
¥

J

/

二八

の
一
生
ム
山
叩
川
」

の
強
化
い
一
資
す
る
P

よ
な
ら
何
で
も
含
ま
れ
、
何
々
に
は
よ

0

般
的
な
丈
脈
で
使
刑
さ
れ
た
り
も
す
る
コ
こ
の
ナ
デ

川
語
は
そ
の
公
町
的
核
U

に
お
い
て

総

と
は
無
関
一
怜
て
あ
る

(
れ
脊

ヰ;

い

向

L
Z
日

J¥ν

fチズムと「詩文J(/) :~J !;.主今めぐ Jて

さ
て
、
ブ
ラ
ム
ヲ
」
ル
辻
、
ナ
ヰ
ス
の
い
う
「
f

命
以
則
の
校
、
L
V
J

乞
長
え
る
こ
と
な
く
、
1

f

J

九
引
け
一
則
良
氏
」
を
一
有
脚
内
戸
川
町
市
」

こ
共
点
し
た
の
だ
が
、
川
川
知
の
ん
f

お
り
、
へ
f

ゴ

と
い
う
訟
は
、
【
間
山
氏
内
な
に
斗
代
批
判
に
つ

る
要
九
パ
を
も
ち
師
f
M
阻古川

九
町
一
ド
イ
ツ
認
が

「

ρ

命
法

別
内
な
民
法

w 

手一
r

、白一一、

1
1ヵ
ー

E
D
良
法
は
、
捺
原
石
が
そ
の
棚
安
を
詳
〕
ノ
¥
間
判

で
あ
る
干
)
こ
を
例
示
し
て
い
る
¥
祁
沢

介
し
、
拙
著

ι
ン
ユ
タ
イ
ナ
の
思
想
に
J
C
P

八
っ
て
必
じ
た
よ
う
仁
、
独
庁
一
引
の
有
機
民
法
一

て
あ
る
r

州
該
自
立
川
苧
参
院
)
。
し

は
l冗

円一
kニゲ
i;;;j J..-
f直 l
拐が
な「
千シ
野 1

をタ
勺イ
えナ
る， ) 
，-

α〉
"e 
l吋

;0 

y 
判
一TIT

~ ~. 
プ
ノd
ィι

め

し
k

改
称
す
る
こ
と
を
J

己
記
し
た
一
と
日
述
す
る
の

A

J

、

カ
Lで

は
、
肝
心
の

タ
レ
1
2日
任
小
口
以
後
の

有
機
要
業
」
折
込
は

証
明
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か

J
q
ぐ
続
い
て
述
べ
る
よ

ノi
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へ
ノ
に

f

て
も
説
得
的
に
ぷ
附
さ
れ
て
い
る
こ
は
一
円
え
ず
、

こ
F

L

九
J

山
町
れ
る
と
葉
原
ぃ
況
は
一
市
長
な
{
「
よ
か
同
壊
す
る

ブ
ラ
F

ノ
ヱ
ル
デ

い
る
お
拠
は

一
九
迎
。
年

h
qに
ダ
シ
が
全
司
良
川
氏
渇
ぷ
F

ぶの
d

ン

パ

仁

R
D
州
民
法
を
広
め
て
f

少
い
た
I
f

い
う
託
映
が

ヨ
を
川
に
1J
て
d
J八
一
じ
も
、

九
九
リ
U2
 
0
 

η
乙R
 
z
 

q
j
J
 

タ
レ
ー
が
よ
匝
山
下
ト
知
設
絞
の
こ
と
ー
川
に

E
D
Eい
↓
い
や
控
注

L
た
こ
と
は
説
得
的
仁
証
明
主
れ
て
お
¥
ず
、
主
、
阪

羊
げ
ら
れ
仁
い
な
い
記
述
の
油
い
は
、
れ
に
記

L
と
マ
ザ
工
ン
ヘ

l
工
設
場
訪
問
の
ψ
J
R

ハ
万
八
ー
の
グ
レ
ー
の
じ
之
の
ん
二
一
点
な
訂
正

山
師
、
す
で
に
災
質
均
ド
グ
レ
ー
ド
と
一
J
C
代
わ
円

ζ

い
た
農
業
吋
ク
ノ
ク
ラ
ト
、

H
e
ハ
η

ウ
h
d
C
1
h
一
ル
円

(
ダ
レ
ハ
リ
マ
リ
「
〆

ヘ
l
工
良
川
崎
を
訪
問
L
T
一
翌
と

に
j
ヘ
に
述
、
へ
た
こ
し
に
r

虫
剤
い
は
パ
〆
ケ
土
人
の
戸
記
)
、

コ

F
、

さ

J

E

川
泣
い
も
記
し
た
六
戸
一
二

C
R
の
ダ

レ
ー
の
ロ
ヨ
的
t

J
い
も
支
持
す
る
こ
と
仁

L
た
1
y
i

い
う
毘
逐
一
バ
訳
一
心
一

一
立
、
長
品
川
に
、
ダ
レ
ー
は
一
有
機
内
民
法

キ
T

J

べ
1
〆
を
四
年
六
月
ま
ご
続
行
し
た
と
す
る
出
拠
な
し
の
主
張
で
あ
る
主
計
一

向

グ
レ
ー
が
ム
7

日
的
な
嵐
山
却
で

エ
コ
ロ
ジ
ヮ
ル
な
」
巴
杯
い
ヰ
占
っ
て
い
た
と
L
う

:!y
も
舟
証

3
れ
て
い
な
い

供
川
い
ム
ヮ
の
?
と
?
」
人
、

レ

ら1)

一
川
ト

y-K

ケ
レ
ー
が
尚
一
↑
度
に

E
D
飾品、，いと

へ
の
以
資
本
L
L
l

友
的
共
感
か
?
七
二

l
z
コ
ゴ
ジ

i
的
な
も
の
が
読
み
ヲ
み
ま
れ

乙
右
京
一
可
J
I
J
J

ワ
九
ご

f

f
i
i
i
:
1

、

ー
γ
か
し
、
ダ
レ
?
の
阿
川
ご
十
思
加
盟
を
検
討
ン
た
ド

f
y
人
研
完
去
の
一
九
角
。
年
代
の
二
コ
の
研
究
は
、
一
も
い
い
彼
の
血
ヱ
ム
」

千
円
払
ゃ
ん
ニ
レ
ジ
ー
ド
コ
な
が
る
も
の
と
は
み
な

L
て
い
な
い

{
約
宮
第
円
台
出
ハ

JL
同
じ
っ
ち
ら
に
、
烹
原
氏
の
詰
と
お
な
〆

cru-Jヰ
に
で
た

い
所
収
dc
れ
七
パ
ゾ
ン
ン

F
Z
P
A畑
町
人
が

「
ー
は

「
サ
チ
ス
は
ど
の
よ
う
仁
川
一
?
あ
叶
た
か
ー

グ

1〆

c) 

ι 

い
対
J

ヲ
ブ
却
人
後
の
司
ム
引
の
北
町
々
、
む
心
、
能
訪
沖
を
干
示
し
人
認
が
円
状
仁
川
付

L

い
一
件
敵
す
る
イ
巾
み
を
も
た
ず
、
「

f

日
山
詰
だ
と
す
ゐ
一
コ
ヱ
リ
ヘ
問
中
王
説
的
な
1
1
2
7
P
L
グ
レ
ー
の
す
湯
は
、
科
千
で
あ
ろ
う
と
し
山
然
ぷ
境
要
同
T

主
主
州
出
し
た
斗
尚

の
地
一
ば

'f
と
の
刈
げ
に
結
っ
た
と
ん
出
じ
て
い
る

内
い
著
や
刊
ヒ
ヌ
¥

k

じっダ



(ヅj

つ
ぎ
に
、
桜
町
氏
は
ヨ
説
J士
山
ん
判
的
に
長
づ
け
る
こ
と
が
ご
き
て
い
q

の
で
あ
れ
り
つ
か
多
数
の
丈
去
訟
を
渋
川
却
し
、
斗
4
r
m
府
政
学

さ
の
ぷ
人
冊
、
マ
強
制
仮
谷
川
農
場
の
具
体
的
な
記
述
や
他
ヨ
の
良
時
4
y
の
止
較
な
と
、

何
々
に
は
新
た
主
興
味
淡
い
内
有
ヤ
オ
1
ノ
ジ
ー
ァ
ル

な
広
が
り
h
r
一件
d

け
甘
え
と
い
る

へ
中
レ
へ
打
開
ロ
で
五
日
比
が
追
う
)
は
い
、
」
、
折
uvr
は、，
J
l

タ
イ
イ
向
京
の

H
D
票
法
正
づ
4

ス
hw
絡
み
汗
い
ー
と
い

汁
ス
リ
リ
ン
グ
な
同
志
を
川
本
山
川
記
2
h

ー
し
た
光
照
的
条
紅
一
ト
y
L
t
氏
の
ぷ
に
政
ユ
を
弘
'
J
7
J
b
り
で
あ
る

r

、A
V

I
し
ふ
M
f卜

ゲ
レ
!
と

B
D
m庶比一、

ー
配
と
土
一

J

↑
フ
オ
ロ
ギ
へ
の
見
々
、
ゲ

L

が
rH
包
中
に
日

D
農
法
を
推
w
抗
し
た
と
い
、
っ
王
張
、
戦
後
い
は
カ

l
ル
ソ
/
と
い
う

f
m
V
A

弘
H
C
号、b
の
LK
主
日
い
た

P
F」、

お
よ
ヴ
グ
レ

l
司
仰
い
に
独
持
の
反
資
本
、
ヂ
義
的
信
条
を
投
影
し
て
い
る
ニ
し
し
な
と
、
草
加
は
も

h
h
ん

人
柄
、
止
の
い
も
ブ
一
ア
ム
ウ
ヱ
ル
と
は
と
ん
と
川
じ
で
あ
る
r

プ
チ
ズ
ム
と
コ
2

口
、
ン
!
の
問
題
に
か
か
わ
る
以
り
で
、
え
が
J

ラ
ム
ウ
r

ル
ド
付
け
胤
え
た
不
安
な
諸
点
は
、
当
時
盛
人
ご
あ
っ
た
一
一
一
ノ
P
1
ァ
・

L

コ
口
、
ン
ー
の
へ
判
明
刊
を
垣
用

L
て
分
析
し
、
そ
の
一
ア

J
l

T

L

コ
ロ
ジ
ー
の
思
想
が
U
F
L
i
h
ピ
ム
一
/
i
-ヤ
マ
ィ
ャ
ー
に
あ
る
と
一
芹
お
う
と
し
て
い
る
こ
と
、
お
よ
び
、
総
翼
が
存
在
し
れ
と

u
、つ一
7

i

ぷみ孔

苧
ム
叩
」
が
ヨ
山
山
イ
付
さ
れ
て
い
ん
J

し
三
ド
J
μ
ν

た
F

)

t

/

↓
で
あ
る

も
t、

ノJ

fν 

h 

E 

つ
u 
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歩
挑
め
r

I

M

W

色
の
お

fチズムと「詩文J(/) :~J !;.主今めぐ Jて

ダ
ソ
v

t

に
つ
い
て
は
後
に
述
べ
よ
う
一
一
朕
原
氏
が

の
治
二
羊
命
」

b
H
h初
予
-
て
い
た
と
却
な

L
て
U

る
人
々
は
、

へ
λ
し
乙
ゲ
〆

レ
ャ
は
別
こ
し
ご
、
た
し
て
い
衷
'
力
占
傾
政
策
や
そ
の
活
動
の
ほ
U
忌
な
い
し
枠
組
州
し
て
お
け
、
ナ
チ
亘
反
政
字
予
の
「
杭
恒
仁
一
掃

祝
横
山
植
十
一
は
た
L
A
r
-
L
微
々
一
物
ヤ
パ
ク
一
フ
ワ
ァ
の
「
と
命
共
斗
休
だ
が
、
氏
も
本
知
て
い
る
で
つ
に
干
」
の
ム
の
重
丸
山
だ
け
を

か
わ
ぬ
工
コ
ロ
ジ
ー
の
近
寄

つ
け
る
甲
プ
己
?
は
で
き

4
い

の
蕊
バ

V
ち
、
ロ
ー

も
っ
、
均
十
時
に
、

拭

f
7
へ
問
円

ご
ム
ラ
i
ヤ
マ
イ
ヤ
カ
む
の
も
ん
け
め
平
安
な
相
、
拠
は
、
レ
〈
い
い
門
泊
I
U
酬
が
練
ら
れ
始
め
た

一
じ
午
、

+
八
叫
バ
一
/

く

て

も

ハ

u
rヰ
以
九
ヶ
の
n
h

の
で
あ
る
り
そ
の
ム
灯

J

T

口
、
ン
リ
山
な
ふ
品
が
ど
-
一
か
ら
か
湧
い
て
山
て
き
た
の
て
ろ
う
か

い
祐
治
を
光
収
h
l
J
て
い
え
ば

カ
ノ
一
ハ
一
九
二
八
年
に
展
開
し
た

ス
一
ア
ノ
ブ
化
論
争

の
桜
町
昨
日
が
ん
さ
か
っ
士
。
こ
れ
を
抜

さ
に

L
て
は
、
「
ヰ
ス
ー
:
仰
の
問
題
の
I
J
一
凶
山
一
夜
間
は
理
解
む
き
な
い
、
「
ス
テ
，
プ
化
」

は
、
ヨ
!
日

y
パ
キ
」
[
十
一
氏
品
川
さ
せ
た



一
品
一
一
今
川
口
年
の
士
山
て
の
同
嵐
を
渋
刻
な
原
境
九
日
除
こ
受
け
い
め
た
仔
イ
フ
ル
ト
が
本
主
起
ご
ぜ
た
も
一
ハ
ニ
よ
め
る

定
よ
λ
1
1
v
 

当
初
ば
古

な
ら
ぬ
ダ

L
3
や
奇
寸
勤
労
玄
止
引
を
恋
し
る
ヒ
ル
ル
か
ら
業
沌
ー
火
活
一
市
川
び
た
が
、
何
度
も
弘
一
中
え
を
喜
一
き
、
講
演
を
ノ
れ
い
、
副
総

統
ヘ
ス
い
も
制
度
的
士
改
主
〔
を
変
求
し
J
L

活
致
ゃ
絞
け
た

ナ
チ
品
川
正
υ

削
の
r'寸
半
や
い
た
ち
、
ザ
イ
j

I

凡
ト
に
以
却
す
る

v
場

)
l、

ア
て
江
川

を
述
べ
ふ
」
J

苔
た

τJ
、
双
方
の
f
i
場
の
工
、
/
~
ン
二
ア
た
十
り
の
山
川
ご
、

ト
y

ト
と
ザ
イ
フ
ェ
ル
ト
の
厄
終
的
な
禁
政
も
ん
り
品
、
殺
し
く
区

閉
し
た
の
で
あ
る
u

そ
の
結
果
、

Jr
々
と
部
分
的
一
譲
歩
を
余
儀
な
く
九
一
八
一
た
4

鉱
山
刀
亭
じ
凶
は
じ
め
、
ベ
民
国
・
山
ん
業
中
円
、
交
忌
む
と
い
う

刊
川
要
な
J

」
け
が
ザ
イ
ブ
エ
ル

P
灯
、
一
丁
張
を
〈
又
け
止
め
る
と
こ
九
と
な
り
、
長
官
の
手
に
ょ
う
ご
出
比
1
9
る
ー
ゾ
ヘ
吉
台
方
釘
日
川
小
山
川
さ
れ
て
い

た
f

ま
た
こ
の
玲
争
は
レ
ト
フ
ー
に
も
J

〆
パ
ク
ト
持
つ
、
ズ
れ
の
で
あ
一
，
た

ヘ
訓
苦
情
正
青

ψ
」
の
ア
メ
リ
カ
ピ
も
、

コ
年
代
の
重
県
な
7

寸
リ
ジ

1
約
i

高性い?と〈
f

円
一
司
川
さ
れ
ク
に
い
る
書
渇
が
山
た
し
、

一

1

y

ィ
l
レ
正

二

い

つ

Y

1

h

一
九

j
年

仁

i
民
保
~
ヱ
匂
を
設
出
一
μ
し
し
同
日
以
保
全
に
努
吟
た
(
拙
著

~ 

日
ぺ
一
γ
f
l
ブ
ー
コ
汀
ジ
ー
の
一
ぃ
閣
と
も
円
さ
れ
る

ア
ル
マ
・
レ
オ
ポ
ル
た
が
有
包
な
!
地
前
理
を
成
軌
さ
寸
た
北
斗
J

号
に
も
砂
川
民
が
志
川
、
そ
の
民
知
は
ザ
イ
7

ノ
了
ル
ー
ヘ
の
忌
畑
山
し
y

j

八主一な

日
八
通
ト
ハ
一
ふ
も
ワ
ご
い
る
r

拍
著

〆

年

ラ
ト
刀
ワ
辻
十
ヘ
老
一
一
ゴ
リ
シ
v

の
叫
代
P

ヘ
一
心
八
一
、
三
リ
一
向
乙
に

ァー豆、

JL 

の
時
代
だ
っ
た
〆
;ν
、
内
伏
、

。
午
代
を
「
(
(
一
九
て

J4
代
か
い
り
の
引

4
3
)
原
境
運
動
向
代
以
前
の
珠
山
攻
運
動
/

環
院
呪
伝
芝
山
一
致
が
一
二
口
年
代
に
↓
町
出
竹
川
凸
れ
れ
的
な

コ
コ
竺
ン
ー
的
制
h
J
伊
丹
ん
良
さ

t
る
次
定
的
な
契
機
が
恐
い
風
だ
一
J

た
と
み
と
い
る

州
著

F

一
れ
は
ま
一
ハ
た
ノ
¥
匂
け
る
京
佐
で
あ
る
n

ス
一
フ
〆
プ
化
入
団
で
は
多
く
の
研
究
志
一
ド
ふ
り
↓
一

J
K
さ
れ
て
い
る
が
、

ド当
) 

そ
丹
ん
十
件
憶
が
拍
か
れ
た
こ
と
は
な
ノ
¥
L

ァ
ト
党
f
h
m
干
い
く
つ
か
の
省
・
也
庁
の
定
化
L

そ
の
市
T
E
山
主
九
た
田
家
機
川
刊
の
文
音
な

ど
が
ま

2
3
h
に
分
相
さ
れ
た
こ
ー
に
は
な
か
っ
た
υ

ト
;
!
村
山
号
、
こ
の
論
争
の
巾
と
は
じ
的
て
コ
す

υ
ン
的
認
識
を
表
明
す
る
の
だ

L
、
そ
れ
主
て
は
也
問
力
、
勺
伽
何
台
れ
て
い
た
)
コ
口
、
ン
l
r了
朽
た
九
が
ザ
イ
ブ
エ
ル

i

に
長
止
し
れ
ん

訓
著
市
川
草
稿
↓
節
寺
山

さ
t
¥
!
朕
寸
1
4
1
J
も
も
れ
リ
ん
出
川
叫
に
は
一
一
川
及

L
、

ら
れ
て
い
る
何
人
カ
の
民
政
学
背
た
ち
も
色
め
、
絞
ら
が
有
機
資
H

阿
川
柿
詰
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視
の
ぷ
諭
を
日
間
悶
し
た
こ
ご
が
悩
介
さ
れ
て
い
る

そ
れ
は
時
代
の
コ
ン
ア
ケ
ス
ト
仁
位
置
ゴ
け
れ
ば
な
ん
ら
不
当
ぷ
を
は
な
い
、

1
f
、
王
止
、

ナ

1

j

t

結
栓
質
£
恨
み
ん
け
で
な
'
¥

ヒ
ム
ワ
や
コ

L
一
フ
ト

a
7
f守
す

へ
い
ム
ブ
7

E

U
の
計
臨
時
の
ご
子
こ
し
、
示
前
総
会
計

凶
持
-
指
定

L
と
ベ
ル
リ
、
4

十
八
ア
思
r
J

了折、一校、

い
つ
い
一
¥
彼
ら
が
人
間
v
y

仙
川
の
植
物
・
生
物
を
ド
宅
ふ
下
設
的
に
み

六一

'ι 

可
人
口
)

ご
九
州
を
バ
ー
命
空
間
の
一
見
と
す
る
よ
う
な
判
松
、
切
争
一
次
月
し
た

L
L
、
彼
ら
を
緑
の
昨
日
に
カ
ウ
ン
ト
す
る

t~川M
↓A!
L
 
旬

マ
J

ヤ
ー
を
人
間
以
外
の
止
命
へ
の
感
受
注
告
か
な
、
判
決
ハ
現
象
に
対
し
て
慎
み
深
い
長
H
A
V

を
も
っ
た
へ
物
と
し
て
裕
き
、

ツ
て
の
ほ
川
に

一
九
四
年
在
の
マ
/
J

ヤ
ー
の
発
言
を
も
っ
と
も
重
弘
な
史
刊
と
し
て
旧
い
て
い
る
コ
し
か

L
、
そ
の
史
料
解
釈
は
、
ど
う

で
あ
ろ
う
か
「
干
に
の
桁
人
止
す
ふ
そ
の
巾
~
朴
に
工
れ
ば
、

た
し
か
に
マ
J

ャ
ー
は
一
「
土
取
締
約
動
物
人
間
一

の
生
物
、
了
前
ペ
ヨ

i

、JG
J

l

J

今
一
死
く
つ
/
q
L
T
ノ

や
一
小
f

へ
叩
法
則
技
法

氏
の
解
釈
レ
/
は

L
)
L
う
請
を
山
川
い
て
い
る

ノ

ド

〆

、

(
づ
1
1

そ
の
引
と
収
入
の
史
料
は
よ
く
読
め

注
っ
て
、
た
し
か

で
以
に
孟
慢
し
て
γ

ノ
¥
と
表
明
し
て
い
ミ
も
の
の
、
従
来
通
り
の
蛇
物
性
叱
叫

マ
イ
午

i

は
U
i
、
!
様
J

に
ノ
ん
の
犯
人
?
と
ぷ
¥
批
判
さ
れ

Jγ
ム
ω

一
人
市
一
一
虻
が
」
と
い
お
っ
諸
多
括
行
し
て
、
こ
う
壬
「
い
換
支
て
い
る
を
川
市
い

fチズムと「詩文J(/) :~J !;.主今めぐ Jて

る
近
代
山
県
以
が
と
必
巴
の
観
↑
い
か
ら
は
そ
れ
に
勝
る
も
の
は
在
い

一
/
へ
↓
引
は
則
出
戸
工
に
だ
と
三
張
)
て
い
る
の

」

<1) 

命
法
則
良
川
川
は
藤
原
氏
の
解
釈
の
ぶ
つ
に
け
つ

D
民
法
令
六
い
か
、
ズ
た
そ
れ
の
こ
一
で
は
な
く
、
ま
さ
に
悶
述
の
サ
ザ
的
止
命
法

山
川
一
ト
ら
主
昧
つ
け
わ
れ
た
、
近
代
良
法
で
あ
る
つ
し
た
か
っ

C
マ
ィ
「
ぅ
九
九
J

「
デ
イ
}
イ
・
コ
ー
日
ン
?
的
色
彩
が
色
濃
く
反
峡
さ

れ
一
た
当
技
、
刊
の
持
ち
ど
と
か
、
彼
が
草
刈
℃

E
D
渋
業
を
ぷ
先
J

て
い
た
い
一
か
は
、
こ
の
す
-
M
引
か
ら
は
一
J
明
で
主
一
な
い
コ

次
に
ノ
」
ム
-
フ
ー
は
い
r

で
つ
か
っ
京
市
松
ひ
川
中
間
の
枠
緋
み
の
山
工
¥

ま
ず
も
っ

7
必
要
と
な
る
の
は
、
京
方
へ
の
入
植
者
を
健
保
し
、

か
の
地
で
疋
生
さ
せ
る
こ
と
だ
。
だ
か
ら
、
一
軍
人
、
ヲ
ぎ
だ
だ
ハ
山
く
平
河
v

乙
一
気
が
め
い
る
と
東
部
を
嫌
、
っ
ト

f
y
人
に
人
位
へ
の
応
募
を

ね
に
し
、
入
同
校
そ
こ
に
定
住
し

f
f
p
を
つ
J

る
日
川
伐
を
わ
か
り
る
た
め
の
ぷ
前
肢
と
し

f
車
部
長
向
山
画
が
決
之
内
に
市
長
に
な
っ
た

の
で
あ
る
c

そ
の
構
想
や
任
せ
-
り
れ
わ
の
が
完
員
で
は
な
い
有
門
革
、

ベ
ル
リ
ン

r門
学
教
授
。
造
床
工
学
ヴ

l
f
キ
〆
ゲ
引
コ
ル Fキ
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ゲ
ン
ス
マ
シ
で
あ
り
、
伎
の
J
v
r

で
絞
り
ま
こ
め
ら
引
、
何
が
起
首

J
b
J
L

喜
が
ず
国
村
野
1
U
代
表
、
道
路
総
監

F
/
!
の
均
任
、
ン
戸

d¥ 

γ 
f 

マ
ィ
ヤ
?
お
よ
び
マ
イ
ヤ
3

計
ベ
ヨ
吋
の
[
宗
叩
山
形
成
円
司
が
訂
以
一
官
一

γ
ハ
ル
ト
・
メ
?
プ
f
シ
グ
の

¥
て
週

一
二
1

月
己
ム
う

i
の
名
に
お
い
て
八
戸
支
え
r

れ
る
〉
こ
の
丈
士
一
は
、

メ

l
p
p
ィ
ン
グ
一
い
ふ
る
ド
ギ
ベ
ム
可
解
説
っ
さ
で
『
ホ
市
小
説
，
b
山以内

山

~
υ
ι
1
、

た
め
の
諸
税
制
と
し
と
公
川
さ
れ
介
。
専
門
家
と
ナ
チ
ス
レ
の
絡
み
ん
1

い
の
点
れ
刀
会
し
め
す
典
型
丈
吾
で
あ
る
u

こ
の
長
特
山
形
成

の指へノ
J
I
古
川
上
り
先

日

平

万
に
や
は
り
と
今

l
名
で
出
さ
れ
ん
車
部
の
「
都
市
計
州
刈
五
は
、
何
十
年
、
河
円
年
続
ノ
¥
1

地
・
λ

ハ
闘
を
め
ぐ
る
民
族
問
争
き
持
ち
決
J

た
め
の
半
物
子
山
に
健
全
な
民
放
の
古
成
ー
と
い
う
観
念
に
系
ゴ
き
、
収
々
で
の
一
郎
慌
抗

仁
川
刈
拍
祉
の
山
川
い
ド
/
ソ
弐
扶
の
噌
犬
・
強
化
」
が

新
し
い

i
J

ツ
古
川
刀
に
お
り
る
す
べ
て
の
措
設
の
た
り
H
d
r
」
だ
し
し
し
て
い
h

F

」
の
戸
、
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

へ
拙
砂
川

臼
) 

品
単
一
々
自
わ

L
L
旬、
J

)

一

ワ

J

J

、

H

f

j

J
仏
、

J41ふ
l
y
J

回
以
門
間
計
問
う
と
ん
な
枠
組
み
に
あ
っ
た
か
は
丸
て
お
り
、

東
i

1々
川

そ
れ
は
地
域
間
廷
を
同
指
し
た
も
の
ご
、

町
一
を
統
括

υ
介
マ
イ
ャ
ー
の
、
人
間
以
外
的
オ
へ
叩
へ
の
感
受
件
あ
る
人
問
者
中
心
之
官
は
、
他
民
伎
の
一
校
気
札
制
除
と
南
ー
ゾ
ν
た

と
U

J

摘
7
二
、
:
ベ
ヲ
ノ
か
7
1

で
の
よ
、
つ
な
限
た
が
付
げ
つ
つ
も
、
蒋
同
町
民
は
、

一
ピ
ム
ラ
ー
や
マ
イ
ヤ
;
/
ち
ザ
ヰ
ス
ば
、
近
代
当

以
の
膨
張
f

T

装
化
J

ヤ
ジ
ん
、
ズ
た

u
白
伏

の
む
恕
f

対
抗
し
」
、
「
d

人
品
目
心
土
ぷ
」
的
世
界
向
か
J

の
脱
却
を
凶
う
つ
}

L
て
い
る
の
だ

ぃJ

一
許
価
す
る

(
一
ー
ル
九
戸
、
て
絞
わ
が
ス
ア
ソ
ブ
化
パ
川
争
以
後
の
時
期
一
い
何
か
γ-

コ
ロ
ジ
ー
的
士
川
計
を
践
し
と
レ
ふ
と

J

て
も
、
主
式
、
A
Y
l

円
に
も
f

刻
印
す
る
エ
コ
円
~
J

内
烈
念
を
人
J

ん
だ
マ
l
J

門
家
の
景
観
形
成
文
~
弁
二
ド
ハ
ン
コ
を
杵
〕
た
と

J

て
ち
、
人
1

体
力
文
J

叩叫に
uv
世
ご
ノ
け
れ
ば

彼
ら
に
y
て
}
℃
そ
れ
は
副
次
的
な
こ
と
む
あ
る

名
く
の
ト
ヰ
幹
p

出
た
ず
れ
，
り
一
号
、

じ

オミ
以
来

J青

改
革
一
戸
f
比
|
|
粘
持
と
身
体
の

い
え
る
ー
ー
を
く
ぐ
り
、

情
れ
た
法
上
凶
一
泊
伝
承
の
た
め
い

Jt康
や
へ
削
を
取
り
巻
く
川
市

克
乃
μAVJ

瓦
で
で
r
t
F
A吉
川

1
Y
1サ
っ
と
』
れ

G

I
A
6
d
U
P
E
J
-
-

止
l
J
T
4
1

↑

t

だ
か
ら
し
〈
一
日
コ
ご

全
い
の
よ
っ
に
μ
μ

一
ソ
ー
ら
が
人
間
中
心
上
品
を
脱
却
し
よ
う

L
か

L

と
し
て
い
た
な
と
と
六
う
の
は
安
易
で
あ
ろ
う
=
そ
心
て
と
は
、
川
叫
昔

ヘ
頁
で
治
介

LhJ一5
8
巾
札
対
か
ら
の
ロ
T

J

五

f下
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ア
一
ル
ト
¥
の
辛
口
民
間
そ
れ
は
掠
局
、

ナ
チ
的
人
間
が
p

汁
枚
、
に
い
川
之
、
神
一
で
あ
る
こ
こ
を
物
司
っ
て
い
る
を
ゴ
パ
ヲ
た
だ
け
で

も
川
川
ら
:
か
と
あ
る
、

彼
ら
ー
し
お
け
る
人
間
中
心
え
の
配
剖
主
る
も
の
と
は
一
刊
で
あ
ろ
う
か
勺

fl
吠
、
神

γ
i
ウ
ィ
二
ベ
ム
内
ヨ
然
法
閣
の
記
官
に
某

づ
き

人
山
を
も
そ
の
他
力
討
物
や
パ
ク
一
ア
l

?

と
何
じ
村
快
り
羽
生
台
体
じ
恐
い
ん
す
ム
川
村
松
野
な
ゲ

l
ウ
/
二
ズ
片
山

7τ 
L4i 

板
ヲ少、
ιム

生
物
生
合

冗
論
で
あ
る
“

ユ
ダ
ヤ
人
に
「

4
一日然

の
レ

y
ワ
ル
を
は
っ

cぷ
浮
‘
殺
到
し
ん
ナ
チ
ス
が
、
れ
っ
き
と
し
た

μ然
の

一
以
と
は
な
さ
れ
七
動
物
に
は
以
η
な
く
伯
慌
し
い

ヘ
品
加
v
u
h

昨一言法

の
は
こ
の
た
め
で
あ
る

内
い
著
や
終
平
参
正
)
。
こ
の
上
う
な
同
日
忠
の

人
十
体
的
構
応
合
同
る
こ
と
な
し
に
、

M
L
町
発
育
を
旧
す
ん
し
白
人
同
小
ハ
ギ
義
、
刀
も
り
心
脱
却
を
日
指
し
た
な
ど
と
そ
化
す
る
の
は
、
ま
さ

ド
決
定
的
な
京
一
ヰ
仁
繋
が
ろ
う
…

ヒ、

f
フ
ー
も
、

(タ

y

ー
や
ヘ
ス
レ
違
い
民
依
ま
ご
掠
り
山
印
私
に
い
た
ヒ
今
ー
も
、
今
日
え
に
も
活
用
ヂ
る
よ
λ
J

な
T

、
ク
ノ
ク
ラ

i
1

専
門
家
を
即
位
三
専
門
家
た
ち
は
い

F
ん
た
丸
山
埋
誌
'
E
U
惣
の
実
川
と
v
L
己
主
現
t
〆
を
か
け
て
心
己
動
員
ぷ
日

v
j

に
つ
み
の
京
都

fチズムと「詩文J(/) :~J !;.主今めぐ Jて

総
合
計
一
炉
ば

他
民
扶
排
除
殺
気
心

み
合
い
な
が
ら
も
、

国
↓
利
川
計
日
と
い
う
〆
ベ
ん
じ
院
す
る
U
M
f
J
、

マ
ル
:
ず
い
州
。
怯
慌
期
か
勺
第
二
次
大
戦
法
川
町
ド

f
y
の
利
一
計
川
に
述
討
す
る
十
回
帝
も
っ
と
い
た

{
机
北
端
ハ
単
第
一
目
撃
川
J

D
農
法
〆
い
、
つ
波
拾
い
}
は
河
係
な
き
小
ょ
っ
に
一
ハ
比
、
え
る
も
の
が
、
攻
治
の
表
舞
台
-L
笠
局
し
た
の
も
、

キ
ノ
ナ
ズ
ム
さ
-
屯
代
の
円
河
系
a

向
で

門
知
と
円

一
、
っ
し
れ
経
み
ム
円
い
円
山
中
に
お
い
と
F

三
、
で
あ
っ
七
「
そ
も
そ
も
ア
ラ
ト
パ

i
ン
叶
体
、

そ
の

E
)
4
給
品
ム
は
い
を
共
型
的

に
代
表
し
に
い
ァ
M
U

長
初
代
現
人
た
ち
が

B
D
良
訟
の
考
去
月
と
支
践
を
同
門
家
レ
ベ
ル
の
事
業
に
持
ち
込
ん
だ
樗
台
を
な
し
た
戸
内
ノ
ト

パ
l
J
建
設
は
、
山
然
守
山
川
九
件
ず
る
近
代
理
祉
の
負
型
、
約
品
川
パ
破
い
い
の
盗
致
と
あ
ハ
リ
、

し
か
も
ト
チ
ス
の
叫
H
A
A
r
J
b
繋
が
る
組
域
て
一
一
品

る
n

だ
が
、
て
れ
を
抱
進
す
る

r
:、ーは八一
υ吠J
を
去
田
川
の
い
非
r
一μ
と
す
る
問
、
狂
的
な
了
d

J

一
ン
一
一
ア
の
表
現
、
エ
戒
を
体
現
し
て
お
灯
、

マ
ン
主
+
九
匹
以
践
活
問
を
片
有
し
て
も
い
た
し
ザ
ノ
ブ
ヱ
ル
?
ら
は
、

片
肌
川
、
を
彼
ほ
す
る
出
発
に
イ
j

を
こ
ま
ね
い
て
い
る
の
で
は
な
く
、 ワ

イ
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品
川
ぴ
乗
っ
、
ブ
レ
虫
を
か
け
る
牟
尚
世
寸
る
み
J

め
に
こ
い
つ

3
い
で
、

ハ
ド
人
采
権
的
な
絞
一
的
な
回
目
A
M
門に川氏

す
一
尭
・
合
石
二
、
い
う
た
〉
部
土
伝
護
注
訪
の
ム
て
凝
結

L
よ

cc
い
た
、

初
一
的
υ

京
削
叫
リ
パ
比
一
初
予
的
に
も
均
品
開
が
L

れ
河
時
に
ふ
地
何
一

生

15H
い
も
資
す
る
よ
ゐ

3
文
化
景
械
の
修
復
a

形
成
う
と
い
う

、
、
で
仁
あ
ヲ
心
〉

サ
f
フ
ェ
ル
ト
内
ヨ
品
川
観
の
y

町
、
い
は
ム
ソ

l

「
い
も
遡
る
泣
質
の
も
の
で
あ
り
、
ト
イ
十
ス
の
一
い
松
山
ず
は
で
の
由
来
が
本
質
拘
に
異
な
っ
と
い
る
。

藤
原
氏
は
「
刊
km

と
い
っ
ん
言
葉
に
一
礼

U
L、
ん
体
的
丈
侃
か
り

U
Tリ
縦
し
て
れ
雨
な
解
釈
を
|
一
亡

止
zm
空
間

「
刊
行
法
別
一

い
る
と
い
、
つ
い
は
か
な
い
の
で
あ
Q
O

一
人
出
非
小
心
主
義

の
ポ
、
三
F

J

-

J

な
側
函
や
二
円
い
つ
つ
、
凶
山
町
に
役
の

一日士、
;
l
 
マ
ィ
ャ
!
の

一
人
凶
作
汁
小
、
一
壬
義
」
「
い
グ
レ
ー
よ
り
徹
底
し
た
も
の
だ
と
す
る
乙
そ

L
て
、
ま
さ
い
こ
こ
で
、
グ
レ
ー
や
そ
れ
こ
そ
一
以
出
」
じ
に

か
か
る
…
そ
の
よ

7
な
倣
民
件
こ
そ
、
(
牛
九
印
リ
反
則
長
法
」
ト
J
7
レ
ー
か
ら
マ

r
ヤ
ー
へ
と
狩
る
こ
と
レ
よ
っ
て
一
「
抽
出
I

九
地
主
義
的
色

符
』
を
み
叫
げ
る
た
め
に
必
要
だ
r

が

と

ん

I

白

5
1
つ
ま
り
、

タ
レ

i
の
本
主
の

mh
怒
は
京
L
M
で
千
円
い
忙
に
い
刈
1

〆
一
二
円
山
河
川
枚
目
村
山
J
)

民
族
か
刊
刊
加
盟
す
れ
ω

も
の
へ
と
子
政
咋
ふ
さ
れ
て
し
ま
J

た
L
P

円
い
た
い
の
で
あ
る

ダ
ソ
v

ー
へ
の
尽
三
人

r
は
え
の
解
釈
に
も
表
れ
て

ν
プ
匂
〈

ピ
ム
う

i
Fの
取
ら
ハ
百
観
光
点
、
け
れ
ω
到
丈
古
の
土
仁
子
η

れ
る
、
調
和
、
〆

た一
(

i

同
日
を
「
民
肢
の
十
九
質
」
こ
す
る
[
示
観
論
は
、
「
H

y

h

て

F

ち
日
政
許
可
山
が

ム
'C. 

一(
U
年
代
初
期
に
試
み
工
い
F

農
民
の
存
丘
一
仮
出
川

に
そ
の
却
を
党

L
て
い
ゐ

ひ
と
で
¥
し
だ
が
、
こ
れ
も
遣
う
)
そ
れ
は
一
九
日
記
へ
の
転
除
問
の
円
『
ご
/
下
廷
に
遡
(
リ
救
雪
j

口
氏

M

閉
め
山
中
い
廷
判
と
絞
い
え
考
、
え
ん
で
あ
り
、
こ
の
回
出
何
専
門
家
1
y
f
i
プ
ー
γ
ン
グ
の
起
平
に
な
る
当
の
1
1
告
や
メ
i
デ
ィ
〆
グ
に
よ

る
{
F
F
況
な
u

メ

i
r
i
、

カ
ー
ル
ス
、

l
ル
な
ど
の
名
を
挙
げ

γ

イ
ノ
一
エ
ン
ド
ル

7
、
ゲ

l
フ、

A
-
ブ
/
ボ
ル
ト
、

ヘ
ル
ザ
、

l 

九
H
紀
何
頭
以
来
の
口
マ
/
主
義
思
想
の
延
長
に
し
ア
チ
ス
内
早
一
門
小
説
一
巾
滑
川
与
が
笠
づ
け
工
い
る
の
で
あ
ゐ
f

仙
川
音

司

も
ち
ろ
ん
ナ
チ
ス
と
口
マ
ン
石
の
持
係
こ
そ
ヰ
更
な
勾
岡
市
で
、

L
J

ヂ
ス
に
よ
る
持
出
の
美
、
7
化
な
ど
~
)
の
問
題
を
技
き
に
与
、
ズ
ら
れ

な
い
「
拙
苦
て
は
様
々
な
角
度
か
円
台
}
れ
を
訟
じ
と
こ
よ
で
紋
り
i
M
7
紋
加
は
な
い
の
で
、
結
設
的
に
↓
一
円
え
ば
、

ブ
チ
ス
は
口
マ
ン
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十
忙
を
「
総
領

L
1
公
f

z

R

f

し
て
利

E
4
L
た
の
ご
あ
る
(
こ
こ
で
は
ザ
フ
ラ
ン
ス
キ
7

の
一
主
主
lr
品
、
ブ
チ
ミ
と
U

J

+

我山
U

h
例
代
桁

つ
い
L
引
著

+
4
1

一L、
υ
一
八
百
口
容
出
…
1
J
Y
L
、
も
そ
の

E
7な
ロ
マ
ン
一
刊
の
む
期
門
を
一
す
け
て
い
る
だ
ろ
う
つ
に
か
し
、

す
で
に
失
脚

L
亡
い
る
ダ
レ
ー
を
京

U
E内
杉
山
ut人+ド同一に
A
Jら
め
て
お
r
h
J
H

刊
す
必
技
、
性
は
町
一
ら
な
し

こ
と
は
己
記
長
ド
、
ブ
ラ
ム
ウ
ユ
ル
洲
一
緑
川
時
貯
え
の
タ
レ
ー
に
つ
い
て
灯

mh
い
人
れ
は
、
事
γ

え
を
歪
め
る
治
利
な
解
釈
を
牛
ん
で
い

る
n

え
が
い
れ
ら
の
信
条
の
配
#
を
込

1
に
3
1
田
、
引
す
る
阿
川
r
け
が
あ
る
こ
と
を
小
一
一
F

析
を
、
も
、
つ
つ
だ
け
竿
け
て
お
こ
う
巳
ほ
か
'
な
ら

ぬ
一
日
秘
伝
い
の
第
有
人
町
一
レ
し
い
う
タ
イ
「
ル
を
討
し
た
第
洲
市
に
お
い
て
、
プ
て
の
胃
頭
、
氏
は
弐
後
丙
i

ィ
ツ
の

カ
ー
ル
・
カ

1
凡
ソ
ン
な
る
人
物
そ
ー
も
ち
だ
し
、
こ
の
人
約
が
川
町
後
初
期
に
吾
い
た
も
の
の
小
で
九
一
一
回
芋
の
砂
ぬ
を
引
き
お
こ
し

た
人
間
の
↓
マ
ド
を
間
い
、

ー
境
内
一
生
命
共
同
門
体
」
か
破
壊
す
る
吟
背
民
法
ふ
批
判
し
、
一
￥
地
化
(
ソ
人
7
r

プ
化
引
用
J2
の
h

出
品
加
、

を
設
同
行
し
て
い
る
~
~
と
を
紹
介
し
れ
ん
の
ち
、
お
も
む
ろ
に

h
i
ル
ソ
〆
こ
そ
政
絞
々
レ
!
の
変
ち
だ
と
艇
ー
か
せ
(
七
ハ
八

ド司

ツ
ム
ウ
二
ル
を
光
仁
み
た
わ
1

れ
わ
引
は
先
刻
承
知
の
と
こ
り
だ
が
、
パ
の
こ
の
よ
う
な
一
い
て
μ
は
、
立
肉
的
に
か
す
Z

図
せ

F
にか一、

fチズムと「詩文J(/) :~J !;_主今めぐ Jて

的
A
r
v
占大を
d
h
J
め市一炉つ

に
与
え
よ
う
J

ダ
〆
こ
そ
そ
の
い
「
時
、
ザ

f
フ
ェ
ル
ト
攻
撃
の
丸
元
鋒
で
お
っ
/
の
は
、
引
法

で
引
引
い
た
と
お
り
パ
J

3

え

プ
ブ
今
工
ル
も
ぞ
の
こ

ふ
こ
」
バ
の
ダ
〆
の
ま
さ
に
人
一
山
ー
一
川
U
±
烹
的
品
拠
を
い
相
介
し
ご

いづ
ω
ニ
ロ
お
引
で
]
口
品
、

そ
の
よ
う
に
読
者
に
先
入
昆
を
う
え
る
土
う
な
畑
き
ト
刀
軒

ν

し
も
な
お
、

グ
レ
が
点
任
中
一
ド
dt絞
茂
伴
た
な
い
〕

R
D
良
法
を
詐
官
一

引
佐
貯
者
に
お
い
て
弘
法
可
均
に
証
明
気
れ
て
い
る
い
は
汁
い
強
い
。
そ
の
ん
叩
拠
と
J
Y
ノ
る
史
料
は
、

し
ん
~
こ
と
は
、

二
つ
を
〈
伝
い

ソ
ム
ウ
L

ル
州
様
す
べ
て
一
九
川
口
庁
夏
に
集
中
し
し
お
り

て
れ
に
同
司
の
も
の
が
J

引
け
足
さ
れ
一
し
い
る
の
だ
が

川山

r
キ
の

h
の
も

ダ
レ

1
1
一
L

コ
ロ
ジ
カ
ル
な
一

同

但
L 、
0) 

持
ゴ二
と
し、

つ
宍屯

を
で甘
エダ百

三J

r.-; 
ノ

iL 

~!r 
~ 

Lーす

し

つ
」

し、

百

スー
なそ
し、'，_:t)) 

，"1 

/ 

グ
レ
ー
は
残

η
の
政
泊
中
一
凶
の
は
と
ん
ど
を

H

D
竺
I
L
の
己
反
に
投
じ
れ
八
と
品
川
拠
止
拠
を
挙
げ
す

五
、

~
J

品
、

品川M
4
U
?
h
y
-
ふ
一

~
J
V

除
以
戸
げ
ん
も
ま
た
、

イ
ノ

位
以

取人法羊)fi3 (:-)'~--2 柑) 10 J!1 [2U:;:i. 1 : 1 
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に
い
￥
つ
の
で
ふ
め
る

〆
〕
戸
照
)

要
す
る
じ
、
門
事
蓄
の
H

一
見
解
勺
は
、

ナ
チ
党
に
は
緑
叫
一
ー
〆
い
っ
た
人
的
ま
と
ま
j

は'什
J
L
引
}
な
い
し
、
し
た
が
っ
て
、
ト
F

チ
l
i
派
円
以

刊
す
さ
ぺ
け
た
突
掌
隊
「
第

の
A
R

一
、
な
る
も
の
い
匹
敵
す
る
「
緑
色
の
第
宇
命

7
n
わ一
J

レム

L
と
レ

r
リ
カ

半
ノ入

の
企
亡
も
な
い

ル
士
も
の
と
L
て
士
、
っ
、

4
ハレ一件、
L

一
守
九
ょ
う
が
っ

ヘ
ス
は
日
以
良
誌
と
ザ
イ
ー
ブ
2

ル
ト
流
言
に
パ
Y

な
か
ら
ぬ
れ
山
川
町
一
を
果
た
し
て
い
ゐ

チ"r 

す
で
に
同

可
E

ハ
ロ
心
に
は
ノ
ポ
リ
ス
に
飛
ぴ
、
第
一
帝
居
時
代
の
J

2

日

ン

的

u
u
J
討
の
安
田
、
IH
と
1-
仁
川
引
っ
ν
け
に
よ
一
っ
て
広
ノ
¥

不
認
去
れ
て
い
る
ザ
r

ア
r

ル
t
|
|
役
を
巾
心
ト
見
ゐ
こ
し
〈
に
よ
っ
て
よ
コ
U

、ン
l
出
相
手
'
T
チ
λ
と
は
別
の
と
こ
人
に
源
を
発
す

る
事
官
去
が
明
ら
か
に
な
る
(
拙
著
箭
育
、
靖
凶
半
出
一
知
、
治
立
川
干
バ
ポ

ヲ
主
~
|
|
弘
、

N
i

ソ
ト
と
の
対
v
の
庶
占
、
で
入
允
し
た

と
は
い
え
、
党
h
R
と
し
て
へ
l

く
恒
則
さ
れ
て
晶
、
円
ず
、
ヒ
ム
一
プ
ー
に
よ
る

E
D
民
法
人
了
凶
連
慌
の
弾
圧
絞
四

年
!
?
り
早
川
加
に
置
か

{
戸
、
、

F

}

へ

〕

j
v
t
u
i
-

4
ト
ン
v

は
た
し
か
に
ス

T
y
ブ
化
論
争
の
な
か
で
工
コ
口
ジ
l
的
会
花
時
を
深
め
る
が
、

そ
れ
が
伎
の
活
動
の
心

の
す
法
卒
少
な
っ
た
わ
汁
リ
よ
い
は
決
ぷ
¥
な
い

東
方
示
日
計
阿
に
釆
り
山
い
す
潔
仁
は
1
n

ノ
ー
の
当
局
と
ヒ
今
ー
の
υ
」
u
旬
以
権
限
下
い
を

ゴ
百
口
県
以
推
進
吉
丈
ち
ば
ん
?
一
言
延
び
を
か
け
て
地
味
の
や
イ
一
た
京
五
前
民
計
声
へ
の
渇
む
を
チ
ア
/
ス
と
み
た
の
ど
、

t
F
T主
J
J

問
問
計
川

(YI
小全一戸
v
取
り
入
わ
ら
れ
f

-

コ
ロ
ジ
?
的
忠
誠
は
、

明
ら
か
に
↓
I
段
ド
竹
内
悶
訴
に
お
い
工
、

十
ノ

J
ノ
マ
ハ

イ

メ
ム
的
白
門
供
、
明
ど
の
矛
盾
を
闘
み

て
い

f
の
明
ゐ
の
る
。

霞

以
i
、
将
定
力
jjT口
h

品
工
的
止
仰
点
に
基
i
ノ
、
ザ
づ
ム
ウ
L

ル
川
十
時
限
一
y

f
が
祉
明
で
き
て
い
な
い
こ
と
、

M
A
J
h
u

、

グ
レ
ー
の
汁
長

号
、
京
刀
戸
山
刊
の
中
と
の
J

ノ
ー
ャ
ー
の
発
行
に

L
亡
七
、

杭
」
叫
は
コ
庁
ノ
タ
が
折
引
し
た
通
川
町
パ
的
な
も
の
で
あ
れ
、

丈
一
川
を
畳
一

視
し
た
巾
い
バ
で
あ
る
こ
と
を
唯
認
し
た
、
川
叫
tR
の
長
示
し
た

速
の
事
J

太
と
そ
の
紙
終
も
、
マ
一
ア
ム
ウ
エ
ル
藤
原
一
ア
l
ゼ
を
h
U
Jて

す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る

と
こ
ん
が
、
藤
原
一
弐
は
、
今
川
門
の
占
TH4
で
一
小
野
~
出
、
ま
メ
に
、

k
i
J
Y
の
球
続
川
忠
相
仁
を
柁
刻
化
す
る
と
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」
ろ
ま

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

、
i
E
C
E
j一

イ

l
u
均

A
7
c
:
4一

字
、
心
か
ら
午
ア
の
踏
み
込
ん
f
F
h刀
何
を
村
注
げ
し
、
い
る
一
と
、

汁
叶
此

1
)
r
、い
v

ゐ

こ
れ
で
は
ま
る
で

ブ
ラ
ム
ウ
一
ル

nA
手
原
1
4
M

を
設
つ
け
る
、
な
い
〕
は
叫
情
強
す
y
M

ヰ
尖
を
た
く
さ
f

誌
伯
い
て

い
ぬ
と
い
〉
つ
こ
と
仁
ヘ
ふ
ろ
う

と
し
か
に
、
拙
有
は
ナ
チ
朋
の
い
く
つ
も
の
「
代
以
現
ノ
求
ゎ
官
庁
の
定
吉
十
東
方
景
観
形
成
文
書
に
口
ら
れ
る
エ
ー
ロ
ン

i
的
理
念

チ
抗
い
て
お
け
、
ご
く
去
層
的
に
み
れ
ば
、

プ
ブ
ム
ウ
亡
ル
が
剖
城
山
は
ん
く
さ
ん
あ
る
、

2
い
一
勺
た
そ
の
汗
抱
と
み
χ
る
の
か
点
|
一
れ

な
れ
。
し
か

L
、
持
代
に
山
門
ー
ル
ー
い
し
紙
J
M

刊
を
追
う
こ
と
な
し
に
、
川
叫
象
い
た
け
拾
い
集
め
て

uι
れ
れ
J

一
億
は
半
一
半
、
を
主
め
る
r

y
一
フ
ム
ウ

r

ル
引
i

牒
涼
一
明
酬
は
、
ぁ
、
λ
て
何
f

純
化
す
れ
ば
、

川
以
下
ヲ
ミ
ト
い
ナ
イ
一
ノ
ス
は
か
な
り
の
存
肢
に
総
・

1

7

口
ジ
!
の
勢
刀
だ
と
一
日
い
た
い
U

こ
れ

は
つ
一
ブ
ム
ウ
一
↑
ル
が
引
っ
た
げ
泣
い
リ
ン
ヨ
ジ
キ
、
:
ゾ
立
し
世
間
の
校
管
も
丈
夫
い
か
も
し
れ
な
い
、

L
か
し
、

z
k
h
J

叫
此

W
川
一
よ
l
a
h
r町
内

h

h付

J
F
l
¥

J
b
l
i
l
l
-
r
!
一

ど
な
い
d

の
は
い
ル
た
と
お
り
ご
あ
ノ
ツ
ヘ
そ
れ
に
、

と
く
に
ダ
レ
1
4
あ
一
れ
ほ
と
ま
で
に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ァ
ゾ
し
て
議
1
る
の
は
、
J
h

』
川
内
的
↑

は
ナ
チ
ズ
ム
反
近
代
の
イ
メ
ー
ン
を
強
め
/
て
一
と
に
な
り
、
そ
れ
は
ナ
チ
ズ
ム
の
一
段
小
化
週
小
許
制
に
繋
M
Y
る
危
険
が
み
ろ
う
d

fチズムと「詩文J(/) :~J !;.主今めぐ Jて

J

J

4

ヘ
ム
ば
世
紀
市
対
の
ぷ
化
批
判
・
近
代
批
判
の
論
ト
川
ぶ
多
く
吸
d

v

F

f

、
い
る
が
、

l
M
終
的
に
辻
r

付
f

り
上
昇
を
忍
践
に
山
石
川
制
y

自の

物
只
的
欲
望
的
j

充
足
に
よ
っ
ぃ
、
階
級
悶
?
と
い
う
引
刷
会
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
り
、

ブ

ォ

ド

ム

烹

7

4

ド

FH身

ま
さ
に
全
〈
什
門
覚
的
に
マ
ル
ク
ス
、
一
丁
去
と
は
引
の
ホ
会
問
題
解
次
の
選
出
を
促
示
し
た
の
で
あ
円

の
急
進
人
目
卒
、
一
土
品
的
全
体
、
一
下

議
内
パ

1
ン
ヨ
ン
こ
も
胃
え
る
だ
の
う
こ
こ
の

μ
で
ナ
子
ワ
ハ
ム
は
糸
川
明
子
L
Z
Y近
代
の
不
況
己
矛
持
し
て
い

4
い
の
で
あ
る
コ
斗
J

ヲ
ス

ミ

-4t
つ
一
三
リ
引
U
C
上
h
h
v
よ
3

1

2

t

T

1

0

一
主
主
一
ー
し

A7
ご
し

治一日川

υ
ト
は
が
れ
H
切
に
は
長
り
分
け
ら
れ
な
い
苅
係
を
こ
子
、

U
H
代
の
コ
、
/
「
ケ
ス
ト
や
思
想

史
実
に
目
i

し
て
抗
え
分
布
す
る
こ
と
が
日
要
じ
あ
ろ
う
川

ヂ一ん
J
F
1
L
コ
コ

j

t

v

1

4

i

t

f

 

川
刊
し
名
は
緩
や
1
2

ロ
ジ
ー
の
思
想
を
ト
ノ
ナ
ス
の
泥
沼
カ
ら

紋
お
う
と
し
た
の
と
は
な
く
、
思
忽
の
貨
を

μ引
し
つ
つ
、
で
の
よ
う
な
絡
み
台
い
は
、
な
ぜ
、
ど
の
よ
、
つ
に
生
じ
、
ど
の
よ
、
っ

日
呉
の
も
の
で
め
っ
た
の
か
を
明
こ
う
レ
し
た
の
で
あ
っ
た
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と
こ
ろ
で
、
桜
町
氏
は
、
刊
行
長
急
い
F

だ
め
か
訂
分
の
}
F
T
μ

一
に
か
古
わ
る
清
北
兄
諮
問
〆
コ
マ
引
い
¥
の
位
置
つ
け
を
ム
ー
“
っ
て
い
る

だ
け
戸
ぐ
な
ノ
¥
そ
の
伏
も
他
者
の
立
い
凶
ハ
h

と
h
a
iす
る
F

」
〆
に
同
心
が
な
い
戸
て
つ
で
あ
る
u

氏
の
苦
書
執
筆
時
打
ま
で
に
は
す
で
に
一
言

及
)
ご
に
ト
ふ
う
に
、

ド
ミ
二
ク
す
J
Y
が
ブ
ラ
ム
ウ

L
A
批
判
川
を
し
ど
お
り
、

ぺ

U
C
一A
つ
の
例
の
シ
ン
ボ
ン
ウ
2
A

訂
正
念
品
文
集
で
お
ダ

レ
の
口
い
記
の
白
川
口
付
ー
へ
の
軍
要
J
d
疑
義
が
だ
さ
山
川

プ
ラ
ム
ウ
エ
ル
批
引
が
叶
ヴ
イ
さ
れ
て
い
れ
~

ケルハハ

iukluA削
ぇ
~

7告の
ごまと れ

へ :11.[
C) {t 
7片 n
111 日辛
高重
f 史
LE な
} 宅ヌ

円

よ九
るが
ヰと " 円 ユム

言下"亡
は杭
le 

ノミコ

じワ

だ
が

ニ
引
ら
は
私
一
史
朽
の
執
羊
川
恥
終
段
階
か
刊
ノ
ド
後
で
あ
令
。

し
か
し
、
石
内

ダ
レ
!
の
日
記
の
r
b
r」
性
を
刊
4

震
に
す
る
ゲ
ル
ハ
ル
、
ー
の
論
出
や
許
1
く
い
い
州
ん
ん
し
、
さ
ら
に
、

藤
原
一
T

ん
が
重
裂
な
論
拠
の
コ
と
し
て
い
ム
如
、

四
年
八
月
の
グ
レ
ー
の
子
紙
か
ら
の
引
用
が
、
ザ
ル
ハ
ル
J

H

h

よ
る
同
じ
釦
町
山
引

明
と
集
い
な
っ
て
い
る
と
い
う
、
最
要
な
事
実
ふ
抱
摘
し
た

3
9
士
わ
ち
、
政
品
川
氏
か
ダ
レ
!
の

T
紙
の
そ
の
判
明
を
、

日
D
農
法
む

L

袋
小
路
か
ら
抜
け
山
す
唯
一
の
j
川
氏
ぜ
あ
る

ゲ
ル
ハ
ル
?
は

と
記
述
し
た
り
に
対
し
て
、

袋
小
路
子
り
抜
け
出
す
た
め
の
、

う
の
川
ム
月
九
%
技
け
過
を
捉
恨
、
三
に
く
札
zd
」
と
持
主
、
一
て
ノ
の
」

r
f
タ
リ
ァ
ク
で
岡
市
一
羽
刊
し
て
い
る
:
ム
が
そ
引
で
あ
る

{

川

川

ア

立

之ヘ一ハヘ)肖ハ占山内【戸内一
T
H
M
h
¥

ピぺ
rcp仲介吋一一同市内)日{)芝山

m
u
z
庁
。
ぷ
で
も
ケ
?
〆
ス
ミ
ス
は
す
る
も
の
だ
が
、
か
句
会
な
こ
と
に
こ
れ
ば
メ
イ

ン
テ
ゼ
に
か
か
わ
る
だ
け
に
か
な
り
致
命
的
だ
こ
い
え
r
てつ
r

ふ
の
他
、
山
川
氏
の
き
評
に
は
祭
主
J
m
m
感
で
あ
る
疑
問
が
い
く
J

も
記
さ
れ
て
し
る
、

仏
)

ま
た
、
ゲ
レ

i
の
巾
ζ

ー
の
思
想
を
エ
コ
円

~
J
1
内
ド
ド
読
み
i
山
)
な
た
い
九
静
岡
氏
は
、

グ
レ
ー
の

EbEド
刊
判
ず
る
研
究
史

社市中
V
官一が

知
る
だ
け
三
も
す
ご
い
持
治
し
た
そ
っ
に
一
九
犬
。
年
刊
の
も
の
が
点
あ
る
ー
ー
を
検
討
し
ん
一
以
跡
も
な
い

こ
の
よ
う
に

刊
ノ
引
の
間
後
を
時
わ
ず

日
同
亨
什
メ
イ
ン
ワ

l
y
t
T一
つ
什
カ
り
一
Y
二
信
す
ん
中
川
叫
ん
状
川
小
あ
る
じ
も
し
か
か
わ
-lJ
ず
、
体
小

原
氏
は
二
つ

一
守
に
出
七
白
川
昔
新
長
版
の
2

問
主

E
r
p
に
お
い
て
、

こ
の
川
仁
川
叫
穴
が
廷
内
々
、

し
か

L
U分
は
み
の
+
f
流
派
ー
ー
さ
一
ノ

ム
ウ
ヱ
ル
H
H

藤
示
誌
に
ζ
い
広

j

山
派
が
あ
る
か
の
よ
う
だ

u
r
-
-
に
は
一
連
和
感
」
ヰ
一
d
ノ
え
る
と
い
う
三
日
で
づ
ま
什
て
、
「
緑
の

oJiヲ
」ム
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川口川m
y
+
A
却
の
仇
い
と
か
7
L
A
け
う
よ
た

(
ど
}
、
つ
こ
と
は
何
靴
製
J
h
J

行
自
し
ム
と
U

つ
v
?に
だ
」

と
い
へ
什
分
の

7
7
ゼ
は
謙
作
で
き
る
と
述
べ
て
い

る
説
得
す
る
に
は
そ
れ
な
り
の

を
改
め
と
死
か
す
る
益
要
が
あ
る
の
て
は
な
い
だ
ろ
う
か
c

氏
は
そ
れ
や
す
る
代
わ
り
に
、
八
↓
I

川
一
の
ま
評
で

ま
ず
は
事

ブ

ラ

ム

ウ

ル

説

そ

ね

F
に
し
な
い
研
八
九
若
た
ち
に

安
易
な
レ
r
一
ア
ル
長
り
を
じ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
こ

ト
セ
レ
ベ
ル
の
話
刊
包
ド
苔
(
J
4
r

に
均
主
人
い
う
べ
き
ご
は
な
い
だ
↑
r
?
勺
か
。
ぞ
う
す
む
こ
レ
ご
わ
が
同
に
お
い
て
も
ナ
ィ
ワ
一
人

2

絞
一

題
を
め
く
る
凶
由
れ
は
前
進
す
る
で
あ
?
っ
U

文
獣
uv
回目同医者め一一
4
U
一c
c
L
P
p
m一
UFV
ニ
ポ
ー
と
L
2
ピ
R
E
除
江
己
良
一
m
J
H
H
E
ロ
M
f
R
4
-
一日
p
f
r
E
m
}
E
E
5
5

〉

v
e

プ
ワ
ム
均
一
ル
、
会

f
務
主
ぷ
一
γ

↑
J

u

j

u

日
訴
さ
て
の
民
間
ml

内
同
点
屑
γ
子
炉
、
一
九
九
台
1
C

H

4

2
号
ア
〉
己
記
》
央
官
夏
、
}
V
7
3
5
L
2
N
2
ご出
3
7
2
2
つ宗一
n
o
N
5
1
y
ヨ
5
(ざい
w

t

民主む
)
¥
L
M
M
円
三
つ
つ
足
、
さ

fチズムと「詩文J(/) :~J !;.主今めぐ Jて

「
目
白
F
F
P
E
¥
町円↓「
lrp
》2
2
(
民間
Y
Vムハニ古川院の
}EFNFPH
己
Z
E
C
W
F
L
E
K
E
E
F
M
m
v
]吋
H
p
b
r
F
R
?
P
Y山日
C
ニ出

お
涼
子
一
ド
イ
!
ノ
戸
川
悦
一
城
崎
川
市
烹
選
対
日
度
以
研
究
卦
t
H

ムf
泣
の
民
何
を
吟
ぐ
~
二
、
」
一
白
一
戸
〆
雑
誌
一
円
J

(

綿
第
刊
号
U

(ο

有
出
内
最
需
の
立
去
ζ

叶
djH
江
一
人
つ
い
こ
野
原
品
は
一
七
八
百
九
ァ
、
主
い
ご
い
る
か
、
清
苛
に
は
そ
れ
に
肯
成
ご
あ
る
つ

ヘ1
)

ノ
ラ
ミ
り
J

片
山
ま
た
、
東
方
一
ぷ
向
の
十
代
任
当
「
ン
ラ
l

γ

r

u
咋

l
h
V
1
E
D
農
業
よ
り
「
ム
悦
車
業
し
ど
い
、
ユ
円
い
方
を
好
ん

J
7
と
「
ゐ
が
(
均
利
二
日
J
E
、
こ
戸
一
L

牛
ん
川
渋
川
山
手
法
で
あ
る
ブ
ラ
コ
リ
ー
ル
は
マ
バ
ヤ
が
、
と
う
い
ろ
県
訟
の
持
t

p
、
京

方
で
刊
を
構
想
l
て
い
た
か
の
主
体
段
「
全
く
関
係
づ
け
る
こ
と
な
く
、
そ
の
恒
也
持
制
が
句
人
二
た
副
品
会
伎
J

一
一
一
}
み
の
と
あ
る
〉

2 (
一
三
当

H
ハ
円
一
八

U
今
ダ

ν
i
何
日
主
に
パ
ツ
zノ
は
百
家
統
九
世
論
判
ご
1

一
一
軒
計
合
「
、
み
パ
イ

rタ
イ
ム
ノ
、
、
ソ
ケ
的
な
も
の
は
気
じ

hl
わ
な
い
よ
う
だ
と
#
き
静
め
ら
れ
て
い
む
こ
と
、
ま
た
、
パ
ノ
ケ
は
安
に
対
し
て
ー
ダ
レ
ー
は
角
川
同
農
業
/
作
止
法
則
民
法
l
Z同
め
〉
が

h
y

、
，
の
こ
う
の
と
ぼ
そ
ぼ
そ
い
つ
に
い
る
L

と
述
べ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
ヘ
開
胞
は
パ
J

ハ
ト
千
へ
の
百
)

{
f
J

ダ
レ
}
と
は
い
へ
J
h
f

ん
切
り
離
し
-
、
古
ん
ぱ
、
ー
一
川
と
上
」
主
主
々
こ
ζ

は
も
砕
か
ぺ
正
投
保
護
、

J
b

コ
て
U

心
付
サ
チ
ス
の
そ
れ
乞
は
引
の
ー
山
〆
ヱ
ム
が
あ

J
7
?

と
は
、

u
h

一
次

K
戦
山
の
矧
仰
木
“
斗
注
朝
一
指
導
泊
た
J

に
つ
い
て
ジ
Y

ー一
J

日

J

t

U

や
刀
る
帆
刈
い
や

〉
日
U
-一日↓
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7

7

ル
レ
と
j
ン
ド
と
い
う
政
治
的
立
川
咋
を
九
十
イ
パ
い
「
ゐ
断
究
主
L
7

ち
h
J
O

乙
に
山
川
市
川
一
二

v
o
ζ

戸
ご
り
こ
あ
り
、
崎
将
も
一
次
λ
献
の

た
析
に
よ
っ
て
三
想
的
&
目
的
差
一
穴
合
主
じ
と
っ
そ
の
「
で
つ
な
万
円
d
か
ら
夫
先
制
代
に

Ehi合
お
J

九
一
地
引
月
号
江
主
治
幹
へ
の
五
百

に
お
い
ご
川
吋
び
か
け
、
つ
れ
た
の
ど
あ
る
(
初
代
議
長
J

T

ル
ア
エ
ナ
ウ
ム
プ
w
ク
て

(
7
~

さ
し
あ
た
り
跡
内
h
K
の
止
止
に
〆
仏
っ
て
記
せ
ば
、
人
間
中

'L丁
杭
の
合

K
、
生
九
1
附
干
等
、
半
表
、
山
口
パ
)
災
以
一
少
し
て
の
工
「
口
ン
、

t

セム
h

仙
川
な
己
己
実
収
か
お
り
y
f

ノ
も
よ
コ
U
ジ
ー
的
な
一
弘
べ
U
口
じ
実
収
」
へ
の
干
牝
な
こ
点
て
の
山
県
(
占
、
で
あ
る
、
丘
一
一
九
向
日
。

ょ
げ
つ
百
川
〉
J

へ
三
平
訂
ー
で
L

の
小
ん
利
か
人
手

L
f、
お
っ
ず
、
い
く
つ
も
の
ア
ロ
ッ
ク
に
x
切
り
八
ー
に
公
札
ー
と
二

λ
山
氏
支
円
九
川
市
町
内
に
伏
ま
れ
た
氏
に
よ

る
解
釈
に
ソ
主
ず
つ
れ
し
、
マ
ィ
ヤ
も

E
D
員
法
ー
ペ
侍
へ
と
ほ
じ
た
え
利
一
三
げ
収
一
J

て
し
ま
ー
ヘ
拙

n
の
れ
の
&
か
干
、
般
市
1
て
し
ま
ハ

た
(
一
一
八
七
、
が
、
こ
り
れ
ば
伐
何
し
な
い
け
r

一9
~

マ
イ
ヤ
は
ご
う
マ
ィ
つ
ご
ド
る
一
段
の
川
雨
情
い
注

H
す
る
こ
伺
叶
J

に
之
安
な
た
け
の
弘
物
峠
批
判
竹
一
三
4
7
、
ん
る
三

λ

ー
い
ま
れ
円

慣
と
な
一
つ
に
震
防
、
ー
た
ド
ほ
こ
科
宇

μ
よ
}
ご
」
の
故

l
ム
川
町
内
ド
た
ト
八
ず
ボ
ん
な
る
発
民
を
遂
げ
つ
ワ
け
と
い
7
Q
長
}
訳
、
「
わ
れ
わ
れ
の
住

む
1
邦
コ

l
円
ツ
パ
の
成
長
引
己
、
つ
」
f
近
代
的
な
三
一
ダ
ン
な
J

農
主
は
、
物
事
の
怜
凶
を

3
ム
げ
出

L

て
非
常
に
劫
紫
に
仮
べ
♂
れ
て
い

る
よ
う
な
略
奪
開
法
、
民
凶
民
法
、
市
枝
市
場

U
と
う
ち
民
間
官

F
ふり」
l

、
ぞ
れ
は
ー
こ
れ
ま
で
む
対
九
の
、
わ
れ
わ
れ
の
知
と
引
力
団
の

い
即
日
兄
料
計
段
府
、
す
え
ば
唯
川
抱
な
反
仙
つ
ま
い
ム
ム
叩
仏
山
接
点
」
三
忠
味
寸
る
0
で
あ
る
そ
亡
、
作
恥
も
レ
わ
れ
わ
れ
が
?
の
パ
人
叩

1
K
4些
止
を
あ
ら
叩
る
に
ザ
ノ
マ
恥
な
)
ぬ
ば
れ
か
ら
灼
似
「
る
の
で
あ
れ
ば
、
土
九
州
J
A

別
龍
訟
は
ど
の
み
え
さ
ら
に
発
民
性
を
も
コ
た
も
の
と

♀
る
一
ぐ
あ
ら
、
)
ぃ
マ
ノ
ヤ
!
の
光
一
門
の
一
コ
出
と
蒋
原
氏
の
解
釈
は
、
藤
原
、
九
九
ハ
」
勺

(
町
一
ま
と
、

py

レ
の
ク
ぃ
叫
辻
主
J
3
山
山
て
こ
な
、
v

が
、
メ
一
f

J

/

グ
の
停
説
は
、
ま
〉
こ
ミ
い
ノ
ト
や
民
観
代
M
H

人
の
ア
ウ
「
ハ

l
J

戸、

rv
汀
山
川
釘
成
果
戸
川
辺
北
、

E
山
岳
法
市
川
ぢ
え
お
ほ
と
ん
ど
近
い
議
論
を
j

る
筒
州
出
干
7

ワ

ド

毛

な

J

9

1

M

H

岨
経
済
」

ご
コ
岳

2
5
2
7
n
t
y
い
う
請
は
、
ま
戸
い
い
が
釘
代
理
人
ケ
け
Z

ヂ
L

l

i

の
迭
詰
(
し
む
よ
点
っ
て
己
わ
山
一
竺
仏
を
抗
注
し
こ
い
だ
京
訳
作
、
沖
人

た
ち
の
考
え
方
、

f
h
依
拠
て
い
る
こ
し
r
h
v
別
記
さ
れ
て
し
る
(
拙
ノ
行
、
一
一
円
)

(
H

ひ
と
つ
は
、
九
二
同
年
に
ダ
レ
ヂ
「
ヘ
ス
と

H
わ
思
法
い
つ
い
て
一
芯
ー
と
」
と
己
記
ト
だ
し
亡
い
る
こ
と
(
八
二
寸
州
、
リ
も
う
一
コ

は

〕

件
l

二
月
}
タ
レ
}
が
一
伐
を
世
康
に
保
て
」

ζ

汗
が
泣
け
ノ
れ
こ
と
で
あ
る
官

F
え
は

F
C
に
吟
」
の
咋
ロ
か
げ
の
一
マ
一
リ
タ
レ
}

h
h
E
D
掛
訟
に
ド
旦
ん
t
J
J

感
情
芸
拾
い
と
い
た
;
一
群
釈
1

二
、
い
る
が
託
川
n

L

あ
る
(
一
七
牛
マ
ノ
十
ン
ヘ
工
一
良
川
砧
訪
問
ur

ぃ、っ、
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か
そ
れ
は
阿
逗
ー
だ
と
つ
と
に
桁
摘
ご
い
人
ェ
売
れ
研
究
的
浪
記
一

M
M
押
さ
れ
ど
い

L
よ
つ
で
あ
ア
時
三
か
し
、
こ
刀
f
げ
ず
の
グ
レ
か
り
は

宵
摘
を
民
主
力
性
に
指
よ
れ
士
ー
と
仁
に
い
る
功
、
「
品
川
以
体
/
-
〆
〈
力
最
初
、
何
時
型
円
一
一
最
時
と
い
う
3
口
氏
戸
、
の
ぶ
高
L
H

，
特
徴
は
川
河
て
山

れ
ぷ
い
と
も
指
扮
一
ペ
ノ
↓
一
一
貞
二

(
ロ
一
す
な
わ
ち
、
一
九
凶
口
当
ハ
円
(
八
い
に
マ
リ
工

J
J
¥

工
技
川
崎
一
訪
問
ι
貯
の
も
の

(
E
D
山口
I
山
的
中
川
恥
に
齢
嘆
し
て
、
従
京
の
思
は
と

主
ら
ん
で
、

B
つ
に
む
注
目
L
支
持
部
ワ
え
る
L
A
i
q
p
L
h人
と
し
も
つ
吋
の

E
i心
、
川
じ
ん
、
品
一
円
山
刊
ぶ
詳
、
一
f
心
〕
戸
、
た
ち
一
日
〕
史
法
、
の

す
ん
ツ
三
町
び
z
刀
け
た
ヲ
こ
、
制
井
戸
口
川
に

-
N
S
ラ
ン
ト
?
十
ス
ト
T

に
農
業

E
況
に
よ
る
長
湯
訪
問
の
日
行
司
長
出
紹
介
か
載
「
た
?
と
、
は

ハ
一
位
凡
打
ぷ
ン
ー
の
い
拝
誌
オ
ー
ダ
υ
に

3
D
農
法
指
導
昔
パ
ゴ
ナ
ェ
円
前
主
(
占
笥

Jt人
中
部
一
f
~

山
J
3
日
の
ヰ
一
「
義
ム
Y

一
主
張
)
を
持
法
さ
せ

た
こ
と
、
お
よ
び
刊
行
〆
平
日
↓
ツ
ン
寸
投
v
t
fか
E
U
民
法
紹
介
を
行
ハ
え
こ
と
ご
あ
る
ヘ
八
凶
へ
有
、
九
一
九
、
ヒ
二
氏
、
こ
、
か

り
は
飛
ん
で
、
一
九
同
計
五
つ
J
パ
口
に
食
料
川
喪
主
声
夜
間
川
の
!
河
」
只
に
日
一
け
土
日
へ
の
当
否
を
問
う
ア
ノ
ケ
ー
を
し
か
と
;
一
が
、
学
げ

η

れ

る
の
だ
が
F

回
答
は
お
お
も
ね
河
も
い
ん
ふ
ん
な
い
と
い
う
J
U

の
コ

L
P
jかん
1

寸

}

/

い

¥
f
jて
ま
作
〉
ご
い
る
川
股
町
内
賛
イ
は
す
中
山
川
わ
れ
一
¥
肝

心
の
長
込
富
の
局
買
が
)
…
円
も
知
ら
な
い
じ
い

qEυ
ん
を

'ιlrと
は
、
さ
に
占
ー
ア
ペ
ー
ン
な
る
も
の
円
士
北
を
さ
ら
け
出
、
二
、
い
よ
う
ハ

ヘ
リ
ケ
拙
戸
川

J
科
2
7
的
計
刊
日
告
血
』

F
U山レ一一
y

チ
ズ
ム
」
司
r
M
八弘、
f

詰
ム
ハ
九
牧
市
一

e

刊
号
ハ
方
向
出
c

{
H

古
川
J

い

子

再

評

時

V
辰
h
H
九
一
寸
チ
ス
・
ド
イ
ソ
の
有
機
川
町
業
」
L

一u
r
hえ
J

研
究
』
第
八
八
「
勺
、
↓
一
一
け
一
ぺ
一
七
汗
ハ
リ
川
、

ヘ

日

上
U
J

ペ
ザ
た
;
ご
ろ
と
け
よ
ふ
く
、
グ
レ

f

い
ド
兵
守
由
/
ヱ
ー
の
r
M
貴
長
J

一
九
一

/

j

q

J

の
分
析
か
ら
も
、
初
同
グ
レ
ャ
小
山
γ

一
コ
竹
ジ

刀
ル
ナ
会
長
ト
ハ
ヤ
哀
が
主
h
A
C
れ
E
い
の
つ
々
ン
!
は
ど
戸
在
主
の
汁
44Jど
ぞ
の
ま
ま
人
司
刀
法
川
ド
ド
窓
効
ー
あ
て
は
め
ゐ
吐
y
h
d
h

株
式
の
J
什
P
三

f
ーあ
J

た
〆
)
指
抗
〆
つ
コ
、
グ
レ
ー
は
人
州
国
中
心
義
的
一
以
起
と
「
汁
今
国

J
寸
表
的
日
出
と
や
主
品
耐
え
た
人
羽
F
一
ワ
た
1
Y

一
戸
{

心

七

吉

日
J

J

M

川
本
的
に
ど
H
f
L
目
同
ー
が
阿
ヘ
物
の
ル
ザ
P
と
ち
ら
点
本
質
的

4
手、素
l
-
L
C
計
存

F
Jハ一二
j

な
と
と

f
一
」
と
が
、
ー
と

の
よ
ょ
に
し
て
日
間
で
点
ろ
λ

ー
か
-
官
柑
の

YARe
治
法
が
H
U

わ
れ
ね
ば
な
り
主
い
だ
ろ
う
、
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